
ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：中部横断自動車道開通で実感している効果は?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。
●応募先
山梨県広聴広報グループ「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
（件名に「ふれあい読者プレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525
●締め切り
10月31日（月）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は賞品の
発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただくことがあります。

次の①～⑥と【アンケートの回答】をご記入いただき、はがき、
電子メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥メール
アドレス（ある方）

アンケートに答えて応募しよう!

「美味しい甲斐開発プロジェクト」については、
県ホームページをご覧ください。

「濃厚芳醇とろけるトマトケチャップ」抽選で5名の方に！ほうじゅん

美味しい甲斐

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報発信中！

YouTube

商品提供：ヨダファーム
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岸田首相が来県
再生可能エネルギーの導入拡大と温室
効果ガス削減で世界的に注目を集める
パワー・ツー・ガス（P2G）システムを、
岸田文雄首相が視察しました。P2Gシ
ステムについてはP16をご覧ください。

【巻頭】祝・全線開通1周年
中部横断自動車道 山梨～静岡間



　工
期
延
長
に
伴
い
工
事
費
は
増
大
し
、

県
負
担
額
も
大
き
く
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

長
崎
知
事
が
就
任
以
降
、
こ
の
負
担
額
を

削
減
す
る
た
め
国
に
要
望
を
重
ね
た
結
果
、

地
方
交
付
税
措
置
の
大
幅
拡
充
が
認
め
ら

れ
、
約
1
6
4
億
円
の
県
負
担
額
は
約
1

億
円
に
ま
で
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　山
梨
〜
静
岡
間
の
着
工
か
ら
24
年
。
令

和
3
年
8
月
に
下
部
温
泉
早
川
I
C
〜
南

部
I
C
が
開
通
し
、
長
年
待
ち
望
ん
で
い

た
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

　全
線
開
通
に
至
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
増
穂
以
南
の

着
工
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ
た
当
時
、
県

は
、国
と
費
用
を
負
担
し
て
整
備
す
る
「
新

直
轄
方
式
」
を
要
望
し
ま
し
た
。
整
備
の

実
現
と
引
き
換
え
に
費
用
負
担
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
国

が
同
方
式
に
よ
る
整
備
を
決
定
し
た
こ
と

で
、
増
穂
以
南
の
区
間
は
完
成
に
向
け
て

大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
六
郷
I
C
〜
富
沢
I
C
間
は

ト
ン
ネ
ル
部
分
が
多
く
、
地
盤
が
軟
弱
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
工
事
は
難
航
し
、
全

線
開
通
時
期
が
3
回
に
わ
た
り
延
期
さ
れ

ま
し
た
。

峡南地域の町や道の駅とともに立ち上げた協議会で
地域活性化に取り組んでいる

山梨・静岡両県の関係者が開通を祝った

上空から見た南部IC（左上）増穂PAと直結する道の駅富士川（右上）
南部町役場と近くを通る中部横断自動車道（左下）「バイ・ふじのくに」キャンペーンとして静岡伊勢丹で南アルプス市産サクランボを販売（右下）

出所：DS.INSIGHT（ヤフーデータソリューションの行動ビッグデータ）峡南地域内の主要観光地が立地する
　　　メッシュを対象に来訪者（ビッグデータのサンプル数）を集計

　　全
線
開
通
か
ら
1
年
。
沿
線
の
周
辺
で

は
、
企
業
の
新
た
な
進
出
や
事
業
拡
大
な
ど

が
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
雇
用
創
出
や
地
価

上
昇
な
ど
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
に
よ
る
と
、

県
外
か
ら
峡
南
地
域
の
主
要
観
光
地
へ
の

来
訪
者
数
は
、
静
岡
県
と
東
京
都
、
神
奈

川
県
の
い
ず
れ
も
60
%
以
上
増
と
大
き
く

伸
び
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　中
部
横
断
自
動
車
道
を
利
用
し
た
方
に

県
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
移
動

時
間
の
短
縮
や
快
適
な
走
行
な
ど
の
点
で
、

多
く
の
方
が
開
通
の
効
果
を
実
感
し
て
お

り
、
遠
方
へ
の
出
か
け
や
す
さ
や
滞
在
時

間
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　県
で
は
全
線
開
通
の
効
果
を
一
過
性
の

も
の
と
し
な
い
よ
う
、
沿
線
の
町
や
関
係

者
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

着
工
か
ら
24
年
、待
望
の
開
通

開
通
か
ら
1
年
で

企
業
立
地
と
来
訪
者
が
大
幅
増

　山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通
か
ら
1
年
。沿
線
の
峡
南
地
域
で
は
県
外
か
ら
の
来
訪

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、沿
線
の
周
辺
で
は
企
業
の
立
地
や
事
業
拡
大
な
ど

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　県
で
は
、隣
接
県
と
南
北
方
向
の
大
動
脈
が
つ
な
が
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
大
限
に

生
か
し
、本
県
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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開
通
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周
年
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断
自
動
車
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山
梨
〜
静
岡
間

93%

移動時間の短縮

大いに感じる
78%

やや感じる
15%

普通2%
あまり感じない1%
全く感じない4%

89%

快適な走行

大いに感じる
70%

やや感じる
19%

普通6%

あまり感じない1%
全く感じない4%

87%

遠方への出かけやすさ

大いに感じる
71%

やや感じる
16%

普通6%
あまり感じない2%
全く感じない4%

81%

滞在時間の増加

大いに感じる
62%

やや感じる
19%

普通12%

あまり感じない2%
全く感じない5%

沿線周辺への企業立地峡南地域への居住地別来訪者数

利用者アンケート

洗口液工場
化粧品工場
倉庫型量販店
物流センター
物流センター
合板工場
除菌水生成工場
物流センター

令和3年操業開始
令和6年操業開始予定
令和6年操業開始予定
令和2年操業開始
令和4年操業開始予定
令和元年操業開始
令和2年操業開始
令和3年操業開始

所在地
南アルプス市
南アルプス市
南アルプス市
中央市
中央市
身延町
身延町
南部町

業種等 開設時期

0

500

1000

1500

2000

2500

来
訪
者
数（
人
／
日
）

静岡県 東京都 神奈川県

1,020

1,530
1,650

410
560

660

380 460
620

■開通前：令和3年8月の休日平均
■開通後：令和3年10月の休日平均
■開通後：令和4年8月の休日平均

62%増

61%増 63%増

道の駅富士川、道の駅みのぶ、道の駅なんぶ、道の駅とみざわ及び久遠寺にて実施した県のアンケート調査（令和3年10月17日）

N＝264人 N＝263人 N＝265人 N＝267人

中部横断
自動車道
山梨～静岡
（約74.3㎞）

長坂JCT（仮称）

白根IC

増穂IC

六郷IC

中富IC

南部IC

富沢IC

身延山IC

南アルプスIC

新清水JCT

下部温泉早川IC
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清水JCT清水IC

新清水IC

甲府昭和IC
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市川三郷町

無
料
通
行
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間

富士川町

北杜市

南アルプス市

韮崎市

中央市

甲斐市
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早川町

静
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県
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山梨県

中央自動車道

東名高速道路

新東名高速道路

至 名古屋

至 東京

至 東京

至 長野

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間
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道の駅富士川、道の駅みのぶ、道の駅なんぶ、道の駅とみざわ及び久遠寺にて実施した県のアンケート調査（令和3年10月17日）

N＝264人 N＝263人 N＝265人 N＝267人

中部横断
自動車道
山梨～静岡
（約74.3㎞）

長坂JCT（仮称）

白根IC

増穂IC

六郷IC

中富IC

南部IC

富沢IC

身延山IC

南アルプスIC

新清水JCT

下部温泉早川IC

双葉JCT

清水JCT清水IC

新清水IC

甲府昭和IC

身延町

市川三郷町

無
料
通
行
区
間

富士川町

北杜市

南アルプス市

韮崎市

中央市

甲斐市

南部町

早川町

静
岡
県

長野県

山梨県

中央自動車道

東名高速道路

新東名高速道路

至 名古屋

至 東京

至 東京

至 長野

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間
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　中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
富
士
山
を
中
心
と

す
る
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
が
あ
り
ま
す
。

中
部
横
断
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
、

東
富
士
五
湖
道
路
、
東
名
高
速
道
路
が
つ

な
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
方
が
山
梨
を

訪
れ
県
内
各
地
を
巡
り
や
す
く
な
る
こ
と

か
ら
、
観
光
消
費
な
ど
県
内
経
済
の
活
性

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
無
料
区
間
が

あ
る
峡
南
地
域
は
旅
の
途
中
で
も
立
ち
寄

り
や
す
く
、
そ
こ
か
ら
他
の
地
域
へ
足
を

伸
ば
す
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
広
域

迂
回
路
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
過

去
に
は
自
然
災
害
に
よ
り
県
外
と
の
交
通

が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

隣
県
と
結
ば
れ
る
路
線
を
複
数
確
保
す
る

こ
と
で
、
1
つ
の
路
線
が
通
行
で
き
な
く

な
っ
て
も
他
の
路
線
を
迂
回
す
る
こ
と
が

で
き
、
交
通
が
途
絶
え
る
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　静
岡
県
と
高
速
道
路
で
直
結
し
た
こ
と

で
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡
空
港
ま
で
の

所
要
時
間
が
短
く
な
り
、
国
内
外
と
の
ア

ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
山

梨
県
は
「
甲
斐
国
」
か
ら
海
と
空
に
開
か

　中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
で
、
人
の
流
れ
が
生
ま
れ

て
町
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。「
道
の
駅
な
ん
ぶ
」
は
、
静

岡
の
み
な
ら
ず
中
京
圏
か
ら
訪
れ
る
人
が
増
え
盛
況
で
す
。

　こ
れ
ま
で
開
通
を
視
野
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
こ

と
が
実
を
結
び
、
す
で
に
企
業
誘
致
が
実
現
し
、
雇
用
の

創
出
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
静
岡
か
ら
の
移
住
促
進
を
図
り
ま
す
。
交
通
の

利
便
性
が
向
上
し
た
の
で
、
静
岡
の
広
範
囲
が
通
勤
圏
と

な
り
ま
し
た
。
南
部
町
は
土
地
が
安
く
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
診
療
所
は
2
カ
所
あ
り
、
万
が
一
の
際
に
は

県
立
中
央
病
院
で
も
静
岡
県
立
総
合
病
院
で
も
1
時
間

以
内
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
本
町

の
優
位
性
や
、
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
子
育
て
・
教

育
施
策
な
ど
を
現
役
世
代
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　今
年
6
月
に
完
成
し
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
多
目
的
広
場

は
、
富
沢
I
C
か
ら
近
く
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
の
で
、

静
岡
県
の
方
も
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
美
し
い
自
然
環
境
と
南
部
氏
発
祥
の
歴

史
、
豊
か
な
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
発
信
し
、
お
年

寄
り
も
若
い
人
も
み
ん
な
が
活
気
に
満
ち
た
持
続
可
能
な

町
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国土交通省に長坂～八千穂間早期整備の
要望書を提出する長崎知事（令和4年7月）

れ
た
「
開
の
国
」
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
の

で
す
。
人
や
物
の
流
れ
が
活
発
化
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は

今
後
大
き
く
表
わ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　静
岡
県
と
は
、
開
通
を
契
機
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
山
梨
・

静
岡
そ
れ
ぞ
れ
の
旬
の
農
畜
水
産
物
を
互

い
に
購
入
す
る
取
り
組
み
「
バ
イ
・
ふ
じ

の
く
に
」
や
、
生
産
額
全
国
首
位
で
あ
る

静
岡
県
の
医
療
機
器
産
業
と
本
県
の
機
械

電
子
産
業
を
結
び
医
療
機
器
産
業
の
一
大

集
積
地
に
成
長
さ
せ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・

デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
」
の
取
り
組

み
の
ほ
か
、
水
素
・
燃
料
電
池
分
野
で
も

連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　中
部
横
断
自
動
車
道
は
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
長
坂
〜

八
千
穂
間
が
整
備
さ
れ
る
と
、
長
野
県
と

の
新
た
な
ル
ー
ト
が
開
け
、
さ
ら
に
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
で

は
、
国
に
対
し
て
早
期
に
整
備
す
る
よ
う

強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

〈次世代エネルギー拠点〉
清水港

〈医療機器の集積地〉
ファルマバレー

【問い合わせ先】 高速道路推進課  TEL 055-223-1690  FAX 055-223-1693

南部町 町長

佐野  和広 さん

峡南地域の未来を開く
活気に満ちた町づくり

I N T E R V I E W _ 1

　道
の
駅
富
士
川
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
増
穂
P
A

（
下
り
）
と
直
結
し
て
お
り
、
昨
年
8
月
に
静
岡
ま
で
開

通
し
て
以
来
、
静
岡
県
の
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
開
通
後
の
昨
年
9
月
か
ら

富
士
川
本
線
料
金
所
の
交
通
量
は
平
均
で
約
1
・
5
倍

に
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
静
岡
方
面
か
ら
い
く
つ
も
の
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
し
て
パ
ッ
と
視
界
が
開
け
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
山
梨
の
南
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
私
た
ち
は
、
い
か
に
お
客
さ
ま
に
魅
力
を
発

信
し
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
か
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　ご
好
評
い
た
だ
い
て
き
た
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
自

慢
の
果
物
や
地
域
で
育
て
ら
れ
た
旬
の
野
菜
を
は
じ
め
と

す
る
、新
鮮
な
農
産
物
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
富
士
川
町
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、棚
田
米
や
卵
、

ゆ
ず
を
使
い
、
そ
の
場
で
焼
き
上
げ
た
米
粉
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
も
4
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ

を
拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
を
観
光
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
今
後
も
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
、
よ

り
一
層
山
梨
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道の駅富士川 代表取締役社長

居村  一彦 さん

山梨の玄関口として
地域の多彩な魅力を発信

I N T E R V I E W _ 2

　中
部
横
断
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
配
送
の

迅
速
化
が
図
ら
れ
、
弊
社
の
み
な
ら
ず
県
内
全
体
で
物
流

関
係
の
仕
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　特
に
万
が
一
の
流
通
停
滞
に
備
え
た
、
在
庫
型
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
求
め
る
企
業
が
増
え
、
倉
庫
の
需
要
が
今

ま
で
以
上
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　山
梨
は
首
都
圏
に
近
く
、
広
い
用
地
が
あ
り
、
道
路
の

整
備
に
よ
っ
て
近
隣
都
県
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　輸
出
入
の
面
で
は
、
清
水
港
や
名
古
屋
港
へ
短
時
間
で

移
動
で
き
、
将
来
長
坂
以
北
が
開
通
す
れ
ば
新
潟
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
利
便
性
が
上
が
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
山
梨

が
物
流
の
ハ
ブ
県
と
な
り
大
き
く
発
展
し
て
い
く
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　弊
社
で
は
、
防
災
機
能
を
併
せ
持
っ
た
物
流
拠
点
「
山

梨
中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク
」
が
稼
働
し
ま
す
。
物
流
の
強
靱
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
物
の
流
れ
を
整
え
れ
ば
企
業
が
集
ま
り
、
雇
用

が
生
ま
れ
人
が
集
ま
る
。
企
業
や
人
が
集
ま
れ
ば
物
流
が

さ
ら
に
増
え
る
。
道
路
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
、
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

富岳通運株式会社 総務課課長

小原  春人 さん

山梨の発展につながる
物流の一大拠点を目指す

I N T E R V I E W _ 3

東京都

静岡県

長野県

神奈川県

新東
名高
速道
路

②
東
富
士
五
湖
道
路

①中央自動車道

①中央自動車道

富士山静岡空港

東名
高速
道路

③
中
部
横
断
自
動
車
道

③
中
部
横
断
自
動
車
道

医療機器分野
水素・燃料電池分野

富士山を中心とする
周遊ルート

海と空に開かれた
「開の国」へ

隣県と結ばれる高速道路
①中央自動車道
②東富士五湖道路
③中部横断自動車道

周遊ルートへ

周
遊
ル
ート
へ

周遊ルートへ

周遊ルートへ

周遊
ルー
トへ

連携 連携
連携

広
域
道
路
網
が
拡
大

う   

か
い

「
甲
斐
国
」か
ら「
開
の
国
」へ

か
い
の
く
に

か
い

き
ょ
う
じ
ん

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間
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　中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
富
士
山
を
中
心
と

す
る
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
が
あ
り
ま
す
。

中
部
横
断
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
、

東
富
士
五
湖
道
路
、
東
名
高
速
道
路
が
つ

な
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
方
が
山
梨
を

訪
れ
県
内
各
地
を
巡
り
や
す
く
な
る
こ
と

か
ら
、
観
光
消
費
な
ど
県
内
経
済
の
活
性

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
無
料
区
間
が

あ
る
峡
南
地
域
は
旅
の
途
中
で
も
立
ち
寄

り
や
す
く
、
そ
こ
か
ら
他
の
地
域
へ
足
を

伸
ば
す
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
広
域

迂
回
路
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
過

去
に
は
自
然
災
害
に
よ
り
県
外
と
の
交
通

が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

隣
県
と
結
ば
れ
る
路
線
を
複
数
確
保
す
る

こ
と
で
、
1
つ
の
路
線
が
通
行
で
き
な
く

な
っ
て
も
他
の
路
線
を
迂
回
す
る
こ
と
が

で
き
、
交
通
が
途
絶
え
る
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　静
岡
県
と
高
速
道
路
で
直
結
し
た
こ
と

で
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡
空
港
ま
で
の

所
要
時
間
が
短
く
な
り
、
国
内
外
と
の
ア

ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
山

梨
県
は
「
甲
斐
国
」
か
ら
海
と
空
に
開
か

　中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
で
、
人
の
流
れ
が
生
ま
れ

て
町
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。「
道
の
駅
な
ん
ぶ
」
は
、
静

岡
の
み
な
ら
ず
中
京
圏
か
ら
訪
れ
る
人
が
増
え
盛
況
で
す
。

　こ
れ
ま
で
開
通
を
視
野
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
こ

と
が
実
を
結
び
、
す
で
に
企
業
誘
致
が
実
現
し
、
雇
用
の

創
出
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
静
岡
か
ら
の
移
住
促
進
を
図
り
ま
す
。
交
通
の

利
便
性
が
向
上
し
た
の
で
、
静
岡
の
広
範
囲
が
通
勤
圏
と

な
り
ま
し
た
。
南
部
町
は
土
地
が
安
く
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
診
療
所
は
2
カ
所
あ
り
、
万
が
一
の
際
に
は

県
立
中
央
病
院
で
も
静
岡
県
立
総
合
病
院
で
も
1
時
間

以
内
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
本
町

の
優
位
性
や
、
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
子
育
て
・
教

育
施
策
な
ど
を
現
役
世
代
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　今
年
6
月
に
完
成
し
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
多
目
的
広
場

は
、
富
沢
I
C
か
ら
近
く
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
の
で
、

静
岡
県
の
方
も
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
美
し
い
自
然
環
境
と
南
部
氏
発
祥
の
歴

史
、
豊
か
な
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
発
信
し
、
お
年

寄
り
も
若
い
人
も
み
ん
な
が
活
気
に
満
ち
た
持
続
可
能
な

町
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国土交通省に長坂～八千穂間早期整備の
要望書を提出する長崎知事（令和4年7月）

れ
た
「
開
の
国
」
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
の

で
す
。
人
や
物
の
流
れ
が
活
発
化
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は

今
後
大
き
く
表
わ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　静
岡
県
と
は
、
開
通
を
契
機
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
山
梨
・

静
岡
そ
れ
ぞ
れ
の
旬
の
農
畜
水
産
物
を
互

い
に
購
入
す
る
取
り
組
み
「
バ
イ
・
ふ
じ

の
く
に
」
や
、
生
産
額
全
国
首
位
で
あ
る

静
岡
県
の
医
療
機
器
産
業
と
本
県
の
機
械

電
子
産
業
を
結
び
医
療
機
器
産
業
の
一
大

集
積
地
に
成
長
さ
せ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・

デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
」
の
取
り
組

み
の
ほ
か
、
水
素
・
燃
料
電
池
分
野
で
も

連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　中
部
横
断
自
動
車
道
は
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
長
坂
〜

八
千
穂
間
が
整
備
さ
れ
る
と
、
長
野
県
と

の
新
た
な
ル
ー
ト
が
開
け
、
さ
ら
に
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
で

は
、
国
に
対
し
て
早
期
に
整
備
す
る
よ
う

強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

〈次世代エネルギー拠点〉
清水港

〈医療機器の集積地〉
ファルマバレー

【問い合わせ先】 高速道路推進課  TEL 055-223-1690  FAX 055-223-1693

南部町 町長

佐野  和広 さん

峡南地域の未来を開く
活気に満ちた町づくり
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　道
の
駅
富
士
川
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
増
穂
P
A

（
下
り
）
と
直
結
し
て
お
り
、
昨
年
8
月
に
静
岡
ま
で
開

通
し
て
以
来
、
静
岡
県
の
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
開
通
後
の
昨
年
9
月
か
ら

富
士
川
本
線
料
金
所
の
交
通
量
は
平
均
で
約
1
・
5
倍

に
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
静
岡
方
面
か
ら
い
く
つ
も
の
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
し
て
パ
ッ
と
視
界
が
開
け
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
山
梨
の
南
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
私
た
ち
は
、
い
か
に
お
客
さ
ま
に
魅
力
を
発

信
し
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
か
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　ご
好
評
い
た
だ
い
て
き
た
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
自

慢
の
果
物
や
地
域
で
育
て
ら
れ
た
旬
の
野
菜
を
は
じ
め
と

す
る
、新
鮮
な
農
産
物
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
富
士
川
町
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、棚
田
米
や
卵
、

ゆ
ず
を
使
い
、
そ
の
場
で
焼
き
上
げ
た
米
粉
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
も
4
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ

を
拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
を
観
光
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
今
後
も
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
、
よ

り
一
層
山
梨
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道の駅富士川 代表取締役社長

居村  一彦 さん

山梨の玄関口として
地域の多彩な魅力を発信
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　中
部
横
断
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
配
送
の

迅
速
化
が
図
ら
れ
、
弊
社
の
み
な
ら
ず
県
内
全
体
で
物
流

関
係
の
仕
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　特
に
万
が
一
の
流
通
停
滞
に
備
え
た
、
在
庫
型
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
求
め
る
企
業
が
増
え
、
倉
庫
の
需
要
が
今

ま
で
以
上
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　山
梨
は
首
都
圏
に
近
く
、
広
い
用
地
が
あ
り
、
道
路
の

整
備
に
よ
っ
て
近
隣
都
県
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　輸
出
入
の
面
で
は
、
清
水
港
や
名
古
屋
港
へ
短
時
間
で

移
動
で
き
、
将
来
長
坂
以
北
が
開
通
す
れ
ば
新
潟
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
利
便
性
が
上
が
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
山
梨

が
物
流
の
ハ
ブ
県
と
な
り
大
き
く
発
展
し
て
い
く
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　弊
社
で
は
、
防
災
機
能
を
併
せ
持
っ
た
物
流
拠
点
「
山

梨
中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク
」
が
稼
働
し
ま
す
。
物
流
の
強
靱
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
物
の
流
れ
を
整
え
れ
ば
企
業
が
集
ま
り
、
雇
用

が
生
ま
れ
人
が
集
ま
る
。
企
業
や
人
が
集
ま
れ
ば
物
流
が

さ
ら
に
増
え
る
。
道
路
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
、
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

富岳通運株式会社 総務課課長

小原  春人 さん

山梨の発展につながる
物流の一大拠点を目指す
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東京都

静岡県

長野県

神奈川県

新東
名高
速道
路

②
東
富
士
五
湖
道
路

①中央自動車道

①中央自動車道

富士山静岡空港

東名
高速
道路

③
中
部
横
断
自
動
車
道

③
中
部
横
断
自
動
車
道

医療機器分野
水素・燃料電池分野

富士山を中心とする
周遊ルート

海と空に開かれた
「開の国」へ

隣県と結ばれる高速道路
①中央自動車道
②東富士五湖道路
③中部横断自動車道

周遊ルートへ

周
遊
ル
ート
へ

周遊ルートへ

周遊ルートへ

周遊
ルー
トへ

連携 連携
連携

広
域
道
路
網
が
拡
大

う   

か
い

「
甲
斐
国
」か
ら「
開
の
国
」へ

か
い
の
く
に

か
い

き
ょ
う
じ
ん

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間

45



に
対
し
、
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
関

係
機
関
と
の
連
携
、
技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト
、

最
大
7
5
0
万
円
の
補
助
金
な
ど
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
7
月
か
ら
現
在
ま
で
に
、
全

国
1
2
4
の
企
業
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
過
疎
地
の
買
い
物
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ド
ロ
ー
ン
物
流
や
高
齢
者
の

歩
行
を
補
助
す
る
次
世
代
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
、
地
域
や
社
会
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
21
の
企
業
が
採
択
さ
れ
県

内
各
地
で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
の
実
証
実
験
を
契
機
に
、
同
じ

地
域
課
題
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
か
ら
、

視
察
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
へ
の
拠
点
の

設
置
や
、
二
拠
点
居
住
・
移
住
に
つ
な
が

て
、
全
国
、
そ
し
て
世
界
に
認
知
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
多
く
の
実
証
実
験
な
ど
を
呼
び
込
む
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
県
は
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
！
実
証
実
験
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
で
は
、
県
内
で
実
証
実
験
を
行
う
企
業

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
る
と
、

山
梨
は
東
京
と
25
分
、
名
古
屋
と
45
分
で

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
リ
ニ
ア
開

業
は
国
内
外
と
の
飛
躍
的
な
ア
ク
セ
ス
の

向
上
を
も
た
ら
し
、
本
県
に
と
っ
て
大
き

な
転
換
点
と
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
好
機
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、

県
で
は
令
和
2
年
3
月
に
「
リ
ニ
ア
や
ま

な
し
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
テ
ス
ト
ベ
ッ

ド
の
提
供
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、

防
災
機
能
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
生
む
人
材

の
交
流
や
、
先
端
技
術
の
社
会
実
装
で
、

県
内
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
県
民
生
活
の

豊
か
さ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
中
で
も
、
県
内
経
済
活
性
化
の
突
破
口

と
な
る
の
が
、
先
端
技
術
の
研
究
開
発
に

よ
り
社
会
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
へ
の
テ
ス
ト

ベ
ッ
ド
の
提
供
で
す
。

　
革
新
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

よ
る
実
証
実
験
は
、
国
内
外
の
優
秀
な
研

究
者
を
は
じ
め
、
地
域
に
多
く
の
人
や
企

業
を
呼
び
込
む
と
と
も
に
、
実
験
の
成
果

が
県
民
生
活
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
実
証
実
験
の
場
を
地
方
に
求
め

る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
本
県
は
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
空
間
、

中
山
間
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
、
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
に

適
し
た
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
都
市
圏
へ
容
易
に
行
き

来
で
き
る
こ
と
か
ら
、
立
地
の
強
み
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
本
県
の
強
み
で
あ
る

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は
じ
め
、

生
活
の
質
の
向
上
や
地
域
課
題
の
解
決
に

資
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ
（
乗
り
物
）・
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
実
証
実
験
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
に
よ
る
実

証
実
験
で
次
々
と
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

創
発
さ
れ
る
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と
し

東
京
か
ら
25
分
の
時
代
に

な
ぜ
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
な
の
か

る
な
ど
の
成
果
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
か
ら
は
「
病
院
で
の
実
証
が
こ
れ

ほ
ど
短
期
間
に
実
現
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
市
町
村
と

の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
驚
い
た
」「
こ

れ
ま
で
出
会
え
な
か
っ
た
新
た
な
人
材
と

の
交
流
が
生
ま
れ
刺
激
に
な
っ
た
」
な
ど
、

事
業
に
対
し
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
他
に
も
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
で
水
素
を

製
造
す
る
P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
余

剰
電
力
を
水
素
に
変
換
し
、
電
力
ロ
ス
を

減
ら
す
実
証
実
験
や
、
走
行
中
の
電
気
自

動
車
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
給
電
を
行
う
実
証

実
験
、「
空
中
を
駆
け
る
バ
イ
ク
」
の
社
会

実
装
に
向
け
た
研
究
開
発
な
ど
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
未
来
の
技
術
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
世
界
に
先
駆
け
て
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
近
未
来
の
窓
口
と
し
て
、
世
界

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
実
証
実
験
を
県
内
各
地
で
展
開

す
る
こ
と
で
、
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と

し
て
の
地
位
を
早
期
に
確
立
し
、
有
能
な

人
材
の
交
流
や
関
連
産
業
・
研
究
開
発
機

能
の
集
積
、
雇
用
拡
大
、
県
民
所
得
の
向

上
な
ど
に
つ
な
げ
「
県
民
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

全
国
か
ら
1
2
4
の
企
業
が
応
募

　
実
際
の
運
用
環
境
に
近
い
状
態
で
先
端
技
術
の
実
証
実
験
を
行
う
場
の
こ
と
を「
テ

ス
ト
ベ
ッ
ド
」と
呼
び
ま
す
。県
で
は
、地
域
特
性
を
生
か
し
た
実
証
実
験
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、人
材
の
交
流
を
生
み
出
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革

新
）が
創
発
さ
れ
る「
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「リニアやまなしビジョン」の概略図

先
端
技
術
で
未
来
を
創
る

テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
へ

県の強みや地域特性を生かした実証実験が
県内各地で行われている

リニア開業に向けて、県内ではさまざまな先端技術の実証実験が行われている

リニア開業

交通ネットワーク
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に
対
し
、
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
関

係
機
関
と
の
連
携
、
技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト
、

最
大
7
5
0
万
円
の
補
助
金
な
ど
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
7
月
か
ら
現
在
ま
で
に
、
全

国
1
2
4
の
企
業
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
過
疎
地
の
買
い
物
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ド
ロ
ー
ン
物
流
や
高
齢
者
の

歩
行
を
補
助
す
る
次
世
代
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
、
地
域
や
社
会
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
21
の
企
業
が
採
択
さ
れ
県

内
各
地
で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
の
実
証
実
験
を
契
機
に
、
同
じ

地
域
課
題
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
か
ら
、

視
察
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
へ
の
拠
点
の

設
置
や
、
二
拠
点
居
住
・
移
住
に
つ
な
が

て
、
全
国
、
そ
し
て
世
界
に
認
知
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
多
く
の
実
証
実
験
な
ど
を
呼
び
込
む
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
県
は
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
！
実
証
実
験
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
で
は
、
県
内
で
実
証
実
験
を
行
う
企
業

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
る
と
、

山
梨
は
東
京
と
25
分
、
名
古
屋
と
45
分
で

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
リ
ニ
ア
開

業
は
国
内
外
と
の
飛
躍
的
な
ア
ク
セ
ス
の

向
上
を
も
た
ら
し
、
本
県
に
と
っ
て
大
き

な
転
換
点
と
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
好
機
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、

県
で
は
令
和
2
年
3
月
に
「
リ
ニ
ア
や
ま

な
し
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
テ
ス
ト
ベ
ッ

ド
の
提
供
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、

防
災
機
能
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
生
む
人
材

の
交
流
や
、
先
端
技
術
の
社
会
実
装
で
、

県
内
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
県
民
生
活
の

豊
か
さ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
中
で
も
、
県
内
経
済
活
性
化
の
突
破
口

と
な
る
の
が
、
先
端
技
術
の
研
究
開
発
に

よ
り
社
会
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
へ
の
テ
ス
ト

ベ
ッ
ド
の
提
供
で
す
。

　
革
新
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

よ
る
実
証
実
験
は
、
国
内
外
の
優
秀
な
研

究
者
を
は
じ
め
、
地
域
に
多
く
の
人
や
企

業
を
呼
び
込
む
と
と
も
に
、
実
験
の
成
果

が
県
民
生
活
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
実
証
実
験
の
場
を
地
方
に
求
め

る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
本
県
は
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
空
間
、

中
山
間
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
、
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
に

適
し
た
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
都
市
圏
へ
容
易
に
行
き

来
で
き
る
こ
と
か
ら
、
立
地
の
強
み
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
本
県
の
強
み
で
あ
る

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は
じ
め
、

生
活
の
質
の
向
上
や
地
域
課
題
の
解
決
に

資
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ
（
乗
り
物
）・
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
実
証
実
験
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
に
よ
る
実

証
実
験
で
次
々
と
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

創
発
さ
れ
る
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と
し

東
京
か
ら
25
分
の
時
代
に

な
ぜ
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
な
の
か

る
な
ど
の
成
果
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
か
ら
は
「
病
院
で
の
実
証
が
こ
れ

ほ
ど
短
期
間
に
実
現
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
市
町
村
と

の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
驚
い
た
」「
こ

れ
ま
で
出
会
え
な
か
っ
た
新
た
な
人
材
と

の
交
流
が
生
ま
れ
刺
激
に
な
っ
た
」
な
ど
、

事
業
に
対
し
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
他
に
も
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
で
水
素
を

製
造
す
る
P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
余

剰
電
力
を
水
素
に
変
換
し
、
電
力
ロ
ス
を

減
ら
す
実
証
実
験
や
、
走
行
中
の
電
気
自

動
車
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
給
電
を
行
う
実
証

実
験
、「
空
中
を
駆
け
る
バ
イ
ク
」
の
社
会

実
装
に
向
け
た
研
究
開
発
な
ど
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
未
来
の
技
術
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
世
界
に
先
駆
け
て
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
近
未
来
の
窓
口
と
し
て
、
世
界

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
実
証
実
験
を
県
内
各
地
で
展
開

す
る
こ
と
で
、
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と

し
て
の
地
位
を
早
期
に
確
立
し
、
有
能
な

人
材
の
交
流
や
関
連
産
業
・
研
究
開
発
機

能
の
集
積
、
雇
用
拡
大
、
県
民
所
得
の
向

上
な
ど
に
つ
な
げ
「
県
民
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

全
国
か
ら
1
2
4
の
企
業
が
応
募

　
実
際
の
運
用
環
境
に
近
い
状
態
で
先
端
技
術
の
実
証
実
験
を
行
う
場
の
こ
と
を「
テ

ス
ト
ベ
ッ
ド
」と
呼
び
ま
す
。県
で
は
、地
域
特
性
を
生
か
し
た
実
証
実
験
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、人
材
の
交
流
を
生
み
出
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革

新
）が
創
発
さ
れ
る「
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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　「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ

®

ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
小
菅

村
」
を
拠
点
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
電
話
な
ど
で
注

文
を
受
け
、ド
ロ
ー
ン
で
配
送
す
る「
Ｓ
ｋｙ

Ｈ
ｕ
ｂ

®

ス
ト
ア
」
と
車
で
個
人
宅
ま
で
配

送
す
る
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｋ
ｙ

Ｈ
ｕ
ｂ

®
デ
リ
バ
リ
ー
」
は
、
約
半
年
の
実

証
期
間
を
経
て
令
和
3
年
11
月
か
ら
社
会

実
装
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
小
菅
村
で

検
証
、
確
立
し
て
き
た
、
既
存
の
輸
送
手

段
と
ド
ロ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な

物
流
イ
ン
フ
ラ
「
新
ス
マ
ー
ト
物
流
」
は

全
国
展
開
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
物
流
会
社
と
連
携
し
た
共
同
配

送
、
地
域
の
バ
ス
会
社
の
協
力
に
よ
る
貨

【問い合わせ先】 リニア未来創造・推進課  TEL 055-223-1363  FAX 055-223-1666

AssistMotion株式会社
代表取締役　工学博士

橋本  稔 さん

　
私
た
ち
は
ド
ロ
ー
ン
の
技
術
開
発
を
行

う
会
社
で
す
。
ド
ロ
ー
ン
と
い
う
と
、
ま

ず
空
撮
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま

す
が
、
他
に
も
災
害
現
場
な
ど
で
の
情
報

収
集
や
、
人
間
の
代
わ
り
に
仕
事
を
す
る

作
業
代
替
と
い
っ
た
役
割
も
あ
り
ま
す
。

私
は
作
業
代
替
と
し
て
物
や
人
を
動
か
す

ド
ロ
ー
ン
を
作
る
た
め
、
株
式
会
社
エ
ア

ロ
ネ
ク
ス
ト
を
創
設
し
ま
し
た
。 

　
日
本
の
過
疎
地
域
で
は
商
店
が
徐
々
に

減
少
し
、
遠
く
の
地
域
ま
で
買
い
物
に
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
然
的
に
、
宅
配

な
ど
の
物
流
の
重
要
性
は
高
ま
り
ま
す
が
、

ト
ラ
ッ
ク
で
過
疎
地
に
配
送
す
る
の
は
コ

ス
ト
が
か
か
り
、
環
境
の
面
で
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
過
疎
化
が
進
む
と
「
当
た
り
前

に
物
が
届
く
」
と
い
う
社
会
が
失
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、

無
人
で
物
が
運
べ
る
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
縁
あ
っ
て
小
菅
村
を
訪
問
し
た
際
、
過

疎
化
が
進
ん
だ
村
の
抱
え
る
物
流
・
交
通

の
課
題
や
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

そ
し
て
何
よ
り
村
の
自
然
豊
か
な
環
境
に

一
目
ぼ
れ
し
、
こ
の
地
で
実
証
実
験
を
行

い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
小
菅
村
と
ド
ロ
ー
ン
配
送
の
実
現
や
地

域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
協
定
を
締
結
し
、

子
会
社
を
村
内
に
設
立
。
村
内
の
空
き
家

に
物
流
倉
庫
兼
拠
点
を
設
置
し
、
ド
ロ
ー

ン
配
送
と
買
い
物
代
行
の
実
証
実
験
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
過
疎
地
域
で
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
と
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、小
菅
村
で

ド
ロ
ー
ン
配
送
を
含
む
新
ス
マ
ー
ト
物
流
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
エ

ア
ロ
ネ
ク
ス
ト（
東
京
都
渋
谷
区
）。同
社
代
表
取
締
役
C
E
O
の
田
路
圭
輔
さ
ん
に
、

山
梨
で
実
証
実
験
を
始
め
た
経
緯
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

物
流
・
生
活
の
課
題
を
解
決 《
ド
ロ
ー
ン
》

客
混
載
を
試
験
的
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
採
択
を
受

け
、
地
元
の
企
業
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。 

特
に
、
県
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
証
実
験
と
し

て
広
報
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
全
国
的

な
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　 

ま
た
、
村
民
の
方
か
ら
も
「
免
許
を
返

納
し
た
か
ら
ド
ロ
ー
ン
が
届
け
て
く
れ
て

助
か
り
ま
す
」「
人
が
た
く
さ
ん
来
て
村
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
声
を
い
た

だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
業
は
す
で
に
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、

各
地
か
ら
多
く
の
方
が
視
察
に
訪
れ
て
い

ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。
小
菅
村
の
豊
か
な
自
然
の
中

を
飛
ぶ
ド
ロ
ー
ン
の
姿
と
、
村
民
の
皆
さ

ま
の
笑
顔
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
物
流
が
創
造

す
る
未
来
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
加
齢
や
事
故
、
病
気
な
ど

で
歩
行
が
難
し
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
歩

行
を
補
助
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
長
年
開
発
し

て
き
ま
し
た
。
弊
社
を
含
め
、
現
在
多
く

の
企
業
が
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
実
用
化
さ
れ
て
い
る
製

品
は
、
主
に
歩
行
訓
練
用
と
し
て
リ
ハ
ビ

リ
施
設
な
ど
で
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

日
常
生
活
の
場
で
使
え
る
「
自
立
支
援
用

の
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
実
用
化
は
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。 

　
私
の
母
は
足
が
不
自
由
で
日
常
生
活
に

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
地
方
の
公
共
交
通

が
減
少
し
て
い
く
中
、
買
い
物
な
ど
に
自

分
の
足
で
歩
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
し
、
何
よ
り
高
齢
者
の
生

き
が
い
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

衣
服
感
覚
で
着
用
で
き
る
ほ
ど
軽
量
で
、

か
つ
安
価
な
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

と
普
及
を
目
指
し
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
自
立
支
援
で
使
用
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、

転
倒
予
防
な
ど
の
安
全
対
策
や
高
齢
者
が

普
段
生
活
す
る
空
間
で
の
検
証
が
必
須
と

高
齢
者
に
歩
く
喜
び
を
提
供 《
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
》

な
る
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
用
の
も
の
に
比
べ

開
発
や
検
証
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
ま

す
。
加
え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
制
御

技
術
な
ど
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
の
課

題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
事
業
に
採
択
し
て
い
た
だ
き
、
県
内
の

介
護
施
設
で
の
検
証
や
資
金
面
な
ど
、
県

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
こ

と
で
、
本
格
的
な
開
発
と
実
証
実
験
を
始

め
る
段
階
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
立
支
援
用
の
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
が

実
現
す
れ
ば
、
も
う
一
度
自
分
の
足
で
歩

き
た
い
と
い
う
思
い
に
応
え
る
こ
と
が
で

ロボットのサポートを受け自分の足で歩く

ドローンスタンド（離発着場）は、
村内に11カ所設置されている
（令和4年8月末現在）

「ドローン利用はすでに日常生活の一部です。
とても助かっています」と笑顔の利用者

「
当
た
り
前
に
物
が
届
く
社
会
」を

小
菅
村
か
ら
全
国
へ
展
開

母
の
介
護
が
き
っ
か
け
で
開
発
着
手

高
齢
者
も
実
験
に
参
加

ス  

カ  

イ

ハ  

ブ

　
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
株
式
会
社（
長
野
県
上
田
市
）は
、高
齢
者
な
ど
の
日

常
生
活
の
動
作
を
支
援
す
る
た
め
、軽
量
で
安
価
な
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。同
社
が
県
内
の
介
護
施
設
で
取
り
組
む
実
証
実
験
に
つ
い
て
、代
表

取
締
役
の
橋
本
稔
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ア
シ
ス
ト
モ
ー
シ
ョ
ン

　
令
和
3
年
10
月
に
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
「
空
中
を
駆
け
る
バ
イ
ク

『
Ｘ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
』」。
県
は
、
開
発

者
で
あ
る
株
式
会
社 

Ａ
．Ｌ
．Ｉ
．

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ（
東
京
都

港
区
）
と
、
移
動
手
段
や
災
害
時
な
ど
幅

広
い
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
エ
ア

モ
ビ
リ
テ
ィ
（
空
の
乗
り
物
）
の
社
会
実

装
と
発
展
に
向
け
て
共
同
で
取
り
組
む
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

安
全
に
走
行
で
き
る
ル
ー
ル
整
備
や
空
の

道
の
構
築
、
管
制
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
実
用

化
に
向
け
た
実
証
実
験
が
県
内
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

エ
ー 

エ
ル 

ア
イ
　

エ
ッ
ク
ス
ト
ゥ
ー
リ
ス
モ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

　
未
来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ

れ
る
Ｘ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
は
国
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
、
海
外
か
ら
の
視
察
要
望
や

購
入
希
望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
県
で
は
今
後
も
未
来
を
創
る
先
端
技

術
の
実
証
実
験
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

き
ま
す
。
買
い
物
に
行
っ
た
り
家
事
を
し

た
り
、
ま
た
、
階
段
の
上
り
下
り
や
起
立
、

着
座
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
は
県
内
の
ご
高
齢
の
方
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
県
や
県
民
の
皆
さ
ま
の
た

め
に
も
1
日
も
早
く
実
用
化
し
、
山
梨
県
を

中
心
に
全
国
へ
普
及
さ
せ
て
、
高
齢
者
を
は

じ
め
身
体
動
作
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方

に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
山
梨
か
ら
、
誰
も
が
自
分
の
足
で

歩
け
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
開

発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

世
界
が
注
目
す
る「
空
中
を
駆
け
る
バ
イ
ク
」

新スマート物流の仕組み
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　「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ

®

ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
小
菅

村
」
を
拠
点
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
電
話
な
ど
で
注

文
を
受
け
、ド
ロ
ー
ン
で
配
送
す
る「
Ｓ
ｋｙ

Ｈ
ｕ
ｂ

®

ス
ト
ア
」
と
車
で
個
人
宅
ま
で
配

送
す
る
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｋ
ｙ

Ｈ
ｕ
ｂ

®
デ
リ
バ
リ
ー
」
は
、
約
半
年
の
実

証
期
間
を
経
て
令
和
3
年
11
月
か
ら
社
会

実
装
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
小
菅
村
で

検
証
、
確
立
し
て
き
た
、
既
存
の
輸
送
手

段
と
ド
ロ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な

物
流
イ
ン
フ
ラ
「
新
ス
マ
ー
ト
物
流
」
は

全
国
展
開
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
物
流
会
社
と
連
携
し
た
共
同
配

送
、
地
域
の
バ
ス
会
社
の
協
力
に
よ
る
貨

【問い合わせ先】 リニア未来創造・推進課  TEL 055-223-1363  FAX 055-223-1666

AssistMotion株式会社
代表取締役　工学博士

橋本  稔 さん

　
私
た
ち
は
ド
ロ
ー
ン
の
技
術
開
発
を
行

う
会
社
で
す
。
ド
ロ
ー
ン
と
い
う
と
、
ま

ず
空
撮
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま

す
が
、
他
に
も
災
害
現
場
な
ど
で
の
情
報

収
集
や
、
人
間
の
代
わ
り
に
仕
事
を
す
る

作
業
代
替
と
い
っ
た
役
割
も
あ
り
ま
す
。

私
は
作
業
代
替
と
し
て
物
や
人
を
動
か
す

ド
ロ
ー
ン
を
作
る
た
め
、
株
式
会
社
エ
ア

ロ
ネ
ク
ス
ト
を
創
設
し
ま
し
た
。 

　
日
本
の
過
疎
地
域
で
は
商
店
が
徐
々
に

減
少
し
、
遠
く
の
地
域
ま
で
買
い
物
に
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
然
的
に
、
宅
配

な
ど
の
物
流
の
重
要
性
は
高
ま
り
ま
す
が
、

ト
ラ
ッ
ク
で
過
疎
地
に
配
送
す
る
の
は
コ

ス
ト
が
か
か
り
、
環
境
の
面
で
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
過
疎
化
が
進
む
と
「
当
た
り
前

に
物
が
届
く
」
と
い
う
社
会
が
失
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、

無
人
で
物
が
運
べ
る
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
縁
あ
っ
て
小
菅
村
を
訪
問
し
た
際
、
過

疎
化
が
進
ん
だ
村
の
抱
え
る
物
流
・
交
通

の
課
題
や
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

そ
し
て
何
よ
り
村
の
自
然
豊
か
な
環
境
に

一
目
ぼ
れ
し
、
こ
の
地
で
実
証
実
験
を
行

い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
小
菅
村
と
ド
ロ
ー
ン
配
送
の
実
現
や
地

域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
協
定
を
締
結
し
、

子
会
社
を
村
内
に
設
立
。
村
内
の
空
き
家

に
物
流
倉
庫
兼
拠
点
を
設
置
し
、
ド
ロ
ー

ン
配
送
と
買
い
物
代
行
の
実
証
実
験
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
過
疎
地
域
で
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
と
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、小
菅
村
で

ド
ロ
ー
ン
配
送
を
含
む
新
ス
マ
ー
ト
物
流
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
エ

ア
ロ
ネ
ク
ス
ト（
東
京
都
渋
谷
区
）。同
社
代
表
取
締
役
C
E
O
の
田
路
圭
輔
さ
ん
に
、

山
梨
で
実
証
実
験
を
始
め
た
経
緯
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

物
流
・
生
活
の
課
題
を
解
決 《
ド
ロ
ー
ン
》

客
混
載
を
試
験
的
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
採
択
を
受

け
、
地
元
の
企
業
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。 

特
に
、
県
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
証
実
験
と
し

て
広
報
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
全
国
的

な
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　 

ま
た
、
村
民
の
方
か
ら
も
「
免
許
を
返

納
し
た
か
ら
ド
ロ
ー
ン
が
届
け
て
く
れ
て

助
か
り
ま
す
」「
人
が
た
く
さ
ん
来
て
村
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
声
を
い
た

だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
業
は
す
で
に
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、

各
地
か
ら
多
く
の
方
が
視
察
に
訪
れ
て
い

ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。
小
菅
村
の
豊
か
な
自
然
の
中

を
飛
ぶ
ド
ロ
ー
ン
の
姿
と
、
村
民
の
皆
さ

ま
の
笑
顔
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
物
流
が
創
造

す
る
未
来
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
加
齢
や
事
故
、
病
気
な
ど

で
歩
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が
難
し
く
な
っ
た
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た
め
に
歩
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補
助
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
長
年
開
発
し

て
き
ま
し
た
。
弊
社
を
含
め
、
現
在
多
く

の
企
業
が
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し

て
い
ま
す
。

　
し
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用
化
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て
い
る
製
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は
、
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に
歩
行
訓
練
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リ
ハ
ビ

リ
施
設
な
ど
で
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

日
常
生
活
の
場
で
使
え
る
「
自
立
支
援
用

の
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
実
用
化
は
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
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私
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が
不
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由
で
日
常
生
活
に

苦
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ま
し
た
。
地
方
の
公
共
交
通

が
減
少
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中
、
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い
物
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ど
に
自

分
の
足
で
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い
て
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く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
し
、
何
よ
り
高
齢
者
の
生
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が
い
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
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で
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ほ
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で
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に
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ビ
リ
テ
ィ
（
空
の
乗
り
物
）
の
社
会
実

装
と
発
展
に
向
け
て
共
同
で
取
り
組
む
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

安
全
に
走
行
で
き
る
ル
ー
ル
整
備
や
空
の

道
の
構
築
、
管
制
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
実
用

化
に
向
け
た
実
証
実
験
が
県
内
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

エ
ー 

エ
ル 

ア
イ
　

エ
ッ
ク
ス
ト
ゥ
ー
リ
ス
モ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

　
未
来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ

れ
る
Ｘ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
は
国
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
、
海
外
か
ら
の
視
察
要
望
や

購
入
希
望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
県
で
は
今
後
も
未
来
を
創
る
先
端
技

術
の
実
証
実
験
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

き
ま
す
。
買
い
物
に
行
っ
た
り
家
事
を
し

た
り
、
ま
た
、
階
段
の
上
り
下
り
や
起
立
、

着
座
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
は
県
内
の
ご
高
齢
の
方
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
県
や
県
民
の
皆
さ
ま
の
た

め
に
も
1
日
も
早
く
実
用
化
し
、
山
梨
県
を

中
心
に
全
国
へ
普
及
さ
せ
て
、
高
齢
者
を
は

じ
め
身
体
動
作
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方

に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
山
梨
か
ら
、
誰
も
が
自
分
の
足
で

歩
け
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
開

発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

世
界
が
注
目
す
る「
空
中
を
駆
け
る
バ
イ
ク
」

新スマート物流の仕組み

大月駅 貨客混載

買物代行

共同配送
路線バス

住民からの注文

物流会社

SkyHub
KOSUGE

H

ドローンスタンド

各家庭

県内で行われている実証実験

株式会社エアロネクスト
代表取締役CEO

田路  圭輔 さん

SkyHub® 拠点

小菅村

先端技術で未来を創る テストベッドの聖地へ
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め
ら
れ
る
時
間
が
と
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
に
触
れ
て
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
25
人
学
級
は
、
私
は
プ
ラ
ス
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
人
数
が
減
っ
た
こ
と
で
日
々
の

事
務
処
理
の
時
間
が
短
く
な
り
、
授
業
の

準
備
や
連
絡
帳
の
返
事
を
書
く
時
間
、
子

ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
な
ど
、
時

間
を
か
け
た
い
と
思
う
こ
と
に
十
分
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
現
す
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
25
人

学
級
を
公
立
小
学
校
の
1
年
生
へ
導
入
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
を
小
学
校
2
年

生
に
も
拡
大
し
、
現
在
は
38
校
が
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
将
来
や
人
生
に
と
て
も
重
要
な

も
の
で
す
。

　県
は
、
25
人
学
級
を
は
じ
め
と
し
た
少

人
数
教
育
で
、山
梨
の
子
ど
も
が
持
つ
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
資
質
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
と

も
に
、
学
校
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
が

個
性
や
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
夢
の
実

現
に
向
け
て
準
備
を
す
る
場
所
と
す
る
た

め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
全
国
調
査
の

結
果
な
ど
か
ら
、
山
梨
県
は
高
い
自
己
肯

定
感
や
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
気
持

ち
を
持
つ
子
ど
も
の
割
合
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

予
測
が
難
し
く
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
質
は
、

　目
を
輝
か
せ
て
工
作
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
。昭
和
町
立
西
条
小
学
校
2
年
4
組
の
教

室
で
は
、児
童
が
先
生
と
楽
し
そ
う
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　県
は
今
年
度
、25
人
学
級
を
小
学
2
年
生
に
拡
大
し
ま
し
た
。現
在
、25
人
学
級
の
実
施

効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、3
年
生
以
降
へ
の
少
人
数
学
級
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

25
人
学
級
を
2
年
生
に
拡
大

〜
子
ど
も
の
個
性
や
将
来
の
可
能
性
を
伸
ば
す
〜

それぞれの作品づくりに真剣に取り組む子どもたち（昭和町立西条小学校）

山
梨
の
子
ど
も
の
長
所
を
伸
ば
す

　県
は
こ
れ
ま
で
、
全
て
の
学
年
で
国
の

基
準
よ
り
も
少
な
い
人
数
と
す
る
県
独
自

の
学
級
編
制
基
準
を
定
め
る
な
ど
し
て
、

少
人
数
教
育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　昨
年
度
に
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に

対
応
し
た
き
め
細
か
く
質
の
高
い
教
育
を

【問い合わせ先】 義務教育課  TEL 055-223-1755  FAX 055-223-1759

山梨の子どものいいところ
（全国学力・学習状況調査 質問紙調査の結果から）

自分には、よいところがあると思える

人が困っているときは、進んで助けている

人の役に立つ人間になりたい

など

2
年
目
を
迎
え
た
25
人
学
級

導
入
効
果
が
あ
っ
た
！

届
い
た「
現
場
か
ら
の
声
」

　担
任
と
し
て
は
、
困
っ
た
と
き
に
声
を

掛
け
合
っ
た
り
、
掃
除
や
係
の
仕
事
を
協

力
し
な
が
ら
進
め
た
り
す
る
優
し
い
姿
を

見
る
こ
と
が
増
え
て
い
て
、
う
れ
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。
25
人
学
級
は
一
人
一
人
が

活
躍
で
き
る
機
会
が
多
く
、
ま
た
互
い
の

良
さ
に
自
然
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
子
ど
も
の
満
足
感
や
達
成
感
、
や
る

気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　多
様
な
価
値
観
と
の
出
会
い
と
い
う
点

で
は
多
人
数
が
良
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
す
が
、
少
な
い
か
ら
こ
そ
関
係
を
深

個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
豊
か
な

人
間
性
と
可
能
性
を
育
み
た
い

　8
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
少
人
数
教
育

推
進
検
討
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
25
人
学

級
が
導
入
さ
れ
た
学
校
に
実
施
し
た
調
査

の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。「
一
人
一
人

の
学
習
状
況
が
把
握
で
き
、
き
め
細
か
い

指
導
が
で
き
た
」「
発
言
の
機
会
や
話
し
合

い
の
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
」「
児

童
同
士
で
会
話
す
る
機
会
が
増
え
、
互
い

の
良
さ
を
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
集
ま
り
、
25
人
学
級
導

入
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　検
討
委
員
会
で
は
今
後
も
議
論
を
重
ね
、

小
学
3
年
生
以
降
へ
の
導
入
を
検
討
し
、

今
年
中
に
方
向
性
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　子
ど
も
は
起
き
て
い
る
時
間
の
ほ
と
ん

ど
を
学
校
で
過
ご
し
ま
す
。
家
庭
の
よ
う

に
安
心
で
き
る
居
場
所
で
あ
り
、
自
己
肯

定
感
を
養
え
る
25
人
学
級
は
、
子
ど
も
が

将
来
安
心
し
て
広
い
世
界
に
飛
び
出
し
て

い
く
た
め
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　25
人
学
級
は
、
子
ど
も
が
自
分
に
自
信

を
持
て
る
な
ど
、
自
己
肯
定
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
う
ち
の
子
も

学
校
が
楽
し
い
と
言
っ
て
、
毎
日
先
生
や

お
友
達
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
だ

け
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
長
い
の
だ
と
感
じ

ま
す
。
授
業
参
観
で
は
、
先
生
が
一
人
一

人
の
様
子
を
よ
く
見
な
が
ら
授
業
を
進
め

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
み
ん
な
が
「
で
き

た
！
」「
わ
か
っ
た
！
」
と
喜
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
不
安
を
感
じ

る
こ
と
な
く
学
校
に
通
え
て
い
る
の
は
、

先
生
が
保
護
者
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
も
大
き
い
で
す
。
不
安
に

感
じ
る
こ
と
を
連
絡
帳
に
書
く
と
丁
寧
な

お
返
事
を
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
学
級
だ
よ

り
の
内
容
も
充
実
し
て
い
て
、
子
ど
も
の

学
校
生
活
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

私
は
県
外
出
身
で
知
り
合
い
が
い
な
か
っ

た
の
で
当
初
は
不
安
で
し
た
が
、
保
護
者

同
士
の
つ
な
が
り
も
作
り
や
す
く
安
心
で

き
ま
し
た
。

　学
年
が
上
が
る
と
、こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
悩
み
や
不
安
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、

3
年
生
以
降
に
も
少
人
数
学
級
を
導
入
し

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

昭和町立西条小学校
2学年担任

保坂  直行さん

一人一人に寄り添う時間が増えたという

昭和町立西条小学校
2学年PTA学年委員長

谷口  真季さん

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
て

も
ら
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す

25人学級を2年生に拡大

1011



め
ら
れ
る
時
間
が
と
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
に
触
れ
て
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
25
人
学
級
は
、
私
は
プ
ラ
ス
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
人
数
が
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っ
た
こ
と
で
日
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の

事
務
処
理
の
時
間
が
短
く
な
り
、
授
業
の

準
備
や
連
絡
帳
の
返
事
を
書
く
時
間
、
子

ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
な
ど
、
時

間
を
か
け
た
い
と
思
う
こ
と
に
十
分
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
現
す
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
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を
公
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の
1
年
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へ
導
入
し
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し
た
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今
年
度
は
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れ
を
小
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2
年
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に
も
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し
、
現
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は
38
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が
こ
の
制
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を
活
用
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
将
来
や
人
生
に
と
て
も
重
要
な

も
の
で
す
。

　県
は
、
25
人
学
級
を
は
じ
め
と
し
た
少

人
数
教
育
で
、山
梨
の
子
ど
も
が
持
つ
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
資
質
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
と

も
に
、
学
校
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
が

個
性
や
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
夢
の
実

現
に
向
け
て
準
備
を
す
る
場
所
と
す
る
た

め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
全
国
調
査
の

結
果
な
ど
か
ら
、
山
梨
県
は
高
い
自
己
肯

定
感
や
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
気
持

ち
を
持
つ
子
ど
も
の
割
合
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

予
測
が
難
し
く
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
質
は
、

　目
を
輝
か
せ
て
工
作
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
。昭
和
町
立
西
条
小
学
校
2
年
4
組
の
教

室
で
は
、児
童
が
先
生
と
楽
し
そ
う
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　県
は
今
年
度
、25
人
学
級
を
小
学
2
年
生
に
拡
大
し
ま
し
た
。現
在
、25
人
学
級
の
実
施

効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、3
年
生
以
降
へ
の
少
人
数
学
級
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

25
人
学
級
を
2
年
生
に
拡
大

〜
子
ど
も
の
個
性
や
将
来
の
可
能
性
を
伸
ば
す
〜

それぞれの作品づくりに真剣に取り組む子どもたち（昭和町立西条小学校）

山
梨
の
子
ど
も
の
長
所
を
伸
ば
す

　県
は
こ
れ
ま
で
、
全
て
の
学
年
で
国
の

基
準
よ
り
も
少
な
い
人
数
と
す
る
県
独
自

の
学
級
編
制
基
準
を
定
め
る
な
ど
し
て
、

少
人
数
教
育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　昨
年
度
に
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に

対
応
し
た
き
め
細
か
く
質
の
高
い
教
育
を

【問い合わせ先】 義務教育課  TEL 055-223-1755  FAX 055-223-1759

山梨の子どものいいところ
（全国学力・学習状況調査 質問紙調査の結果から）

自分には、よいところがあると思える

人が困っているときは、進んで助けている

人の役に立つ人間になりたい

など

2
年
目
を
迎
え
た
25
人
学
級

導
入
効
果
が
あ
っ
た
！

届
い
た「
現
場
か
ら
の
声
」

　担
任
と
し
て
は
、
困
っ
た
と
き
に
声
を

掛
け
合
っ
た
り
、
掃
除
や
係
の
仕
事
を
協

力
し
な
が
ら
進
め
た
り
す
る
優
し
い
姿
を

見
る
こ
と
が
増
え
て
い
て
、
う
れ
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。
25
人
学
級
は
一
人
一
人
が

活
躍
で
き
る
機
会
が
多
く
、
ま
た
互
い
の

良
さ
に
自
然
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
子
ど
も
の
満
足
感
や
達
成
感
、
や
る

気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　多
様
な
価
値
観
と
の
出
会
い
と
い
う
点

で
は
多
人
数
が
良
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
す
が
、
少
な
い
か
ら
こ
そ
関
係
を
深

個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
豊
か
な

人
間
性
と
可
能
性
を
育
み
た
い

　8
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
少
人
数
教
育

推
進
検
討
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
25
人
学

級
が
導
入
さ
れ
た
学
校
に
実
施
し
た
調
査

の
結
果
が
報
告
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れ
ま
し
た
。「
一
人
一
人

の
学
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状
況
が
把
握
で
き
、
き
め
細
か
い

指
導
が
で
き
た
」「
発
言
の
機
会
や
話
し
合

い
の
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
」「
児

童
同
士
で
会
話
す
る
機
会
が
増
え
、
互
い

の
良
さ
を
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
集
ま
り
、
25
人
学
級
導

入
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　検
討
委
員
会
で
は
今
後
も
議
論
を
重
ね
、

小
学
3
年
生
以
降
へ
の
導
入
を
検
討
し
、

今
年
中
に
方
向
性
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　子
ど
も
は
起
き
て
い
る
時
間
の
ほ
と
ん

ど
を
学
校
で
過
ご
し
ま
す
。
家
庭
の
よ
う

に
安
心
で
き
る
居
場
所
で
あ
り
、
自
己
肯

定
感
を
養
え
る
25
人
学
級
は
、
子
ど
も
が

将
来
安
心
し
て
広
い
世
界
に
飛
び
出
し
て

い
く
た
め
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　25
人
学
級
は
、
子
ど
も
が
自
分
に
自
信

を
持
て
る
な
ど
、
自
己
肯
定
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
う
ち
の
子
も

学
校
が
楽
し
い
と
言
っ
て
、
毎
日
先
生
や

お
友
達
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
だ

け
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
長
い
の
だ
と
感
じ

ま
す
。
授
業
参
観
で
は
、
先
生
が
一
人
一

人
の
様
子
を
よ
く
見
な
が
ら
授
業
を
進
め

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
み
ん
な
が
「
で
き

た
！
」「
わ
か
っ
た
！
」
と
喜
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
不
安
を
感
じ

る
こ
と
な
く
学
校
に
通
え
て
い
る
の
は
、

先
生
が
保
護
者
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
も
大
き
い
で
す
。
不
安
に

感
じ
る
こ
と
を
連
絡
帳
に
書
く
と
丁
寧
な

お
返
事
を
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
学
級
だ
よ

り
の
内
容
も
充
実
し
て
い
て
、
子
ど
も
の

学
校
生
活
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

私
は
県
外
出
身
で
知
り
合
い
が
い
な
か
っ

た
の
で
当
初
は
不
安
で
し
た
が
、
保
護
者

同
士
の
つ
な
が
り
も
作
り
や
す
く
安
心
で

き
ま
し
た
。

　学
年
が
上
が
る
と
、こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
悩
み
や
不
安
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、

3
年
生
以
降
に
も
少
人
数
学
級
を
導
入
し

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

昭和町立西条小学校
2学年担任

保坂  直行さん

一人一人に寄り添う時間が増えたという

昭和町立西条小学校
2学年PTA学年委員長

谷口  真季さん

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
て

も
ら
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す

25人学級を2年生に拡大
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ワイヤレス走行中給電が
バッテリーEV車の抱える課題を解決

バッテリーEV車 ワイヤレス給電

● 充電時間が長い
● 航続距離が短い
● 車両価格が高い
● 充電スタンドが少ない

解決!

を
バ
ッ
テ
リ
ー
が
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
距
離
運
転
を
す
る
こ
と
の
多
い

高
速
道
路
で
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
を
行
え
ば
、

市
街
地
を
走
る
た
め
に
必
要
な
量
さ
え
充

電
し
て
お
け
ば
よ
く
、車
載
の
バ
ッ
テ
リ
ー

容
量
も
最
小
限
で
済
み
、
車
両
価
格
が
安

く
な
り
ま
す
。

　
E
V
に
限
ら
ず
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝

送
技
術
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
家
電
や
住
宅
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
医
療

機
器
分
野
、
さ
ら
に
は
富
士
山
登
山
鉄
道

構
想
な
ど
へ
の
応
用
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
山
梨
県
で
実
証
実
験
を

重
ね
、
こ
う
し
た
技
術
の
早
期
実
用
化
を

目
指
し
ま
す
。

り
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
給
電
す
る
本
格
的
な
実

証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
実
験
で
は
主
に
①
道
路
上
の
異
物

な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
安
全
性
②
給
電

効
率
、
車
両
の
軽
量
化
と
い
っ
た
省
エ
ネ

性
③
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
等
の
コ
ス
ト

面
の
3
項
目
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
は
こ
の
実
証
実
験
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
、
県
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
実

装
に
お
け
る
規
制
緩
和
な
ど
の
制
度
的
課

題
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
実
験
開
始
に
当
た
り
、
今
年
5
月
、
東

京
都
内
に
お
い
て
協
定
締
結
式
と
事
業
内

容
の
発
表
が
行
わ
れ
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
山
梨
県
、
甲
斐
市
、
学
校
法
人
日
本
航

空
学
園
（
同
市
）、
富
士
山
の
銘
水
株
式
会

社
（
富
士
吉
田
市
）、
富
士
ウ
ェ
ー
ブ
株
式

会
社
（
同
市
）
の
5
者
が
連
携
し
て
、
世

界
初
と
な
る
「
電
界
結
合
方
式
に
よ
る

E
V
ワ
イ
ヤ
レ
ス
走
行
中
給
電
の
本
格
的

な
実
証
実
験
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
電
線
を
介
さ
ず
、
電
磁
誘
導
や
電
波
を

利
用
し
て
離
れ
た
場
所
に
電
力
を
伝
え
る

技
術
を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送
技
術
と
呼

び
ま
す
。
E
V
ワ
イ
ヤ
レ
ス
走
行
中
給
電

は
こ
れ
を
応
用
し
、
走
行
中
の
E
V
に
給

電
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
日
本
航
空
学
園
の
敷
地
内
に
1
周
約

5
0
0
ｍ
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、

走
行
中
の
E
V
に
、
電
界
結
合
方
式
に
よ

豊橋技術科学大学での実験の様子

ワイヤレス走行中給電の未来図

都内で協定締結式を行い、実証実験の開始を発表した

企
業
や
行
政
な
ど
が
連
携
し
て

走
行
中
の
給
電
に
挑
戦

　
県
は
脱
炭
素
社
会
を
見
据
え
た
新
し
い
産
業
を
山
梨
の
地
か
ら
創
出
す
る
こ
と
を
目
指

し
、先
端
技
術
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
を
支
援
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、電

気
自
動
車（
E
V
）の
普
及
の
カ
ギ
と
な
る
充
電
問
題
な
ど
の
解
決
を
目
指
す
実
証
実
験

が
県
内
で
始
ま
り
ま
す
。

 

E
V
普
及
の
カ
ギ
と
な
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電

世
界
初
の
実
証
実
験
始
ま
る

豊橋技術科学大学
名誉教授

大平  孝 さん

　
E
V
は
走
行
中
に
二
酸
化
炭
素
を
一
切

排
出
し
な
い
た
め
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
充
電
時
間
の

長
さ
や
車
両
価
格
の
高
さ
と
い
っ
た
理
由

か
ら
、
政
府
目
標
に
対
し
思
う
よ
う
に
普

及
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題
を
解

決
で
き
る
の
が
走
行
中
に
行
う
ワ
イ
ヤ
レ

ス
給
電
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
道
路
に
埋
め
込
ん
だ
コ
イ

ル
と
車
体
底
面
に
取
り
付
け
た
コ
イ
ル
の

間
で
電
力
を
送
る
「
磁
界
結
合
方
式
」
に

よ
る
実
験
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
方
式
は
止
ま
っ
て
い
る
も
の
に
は
使

い
や
す
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
器

な
ど
で
す
で
に
製
品
化
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
動
く
も
の
に
は
使
い
づ
ら
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
私
た
ち
が
山
梨
県
で
行
う
「
電
界

結
合
方
式
」
に
よ
る
E
V
走
行
中
ワ
イ
ヤ

レ
ス
給
電
の
本
格
的
な
実
証
実
験
は
、
高

性
能
な
半
導
体
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電

界
結
合
方
式
で
は
、
道
路
に
埋
め
込
ん
だ

金
属
平
板
と
車
体
底
面
に
取
り
付
け
た
金

「
電
界
結
合
方
式
」は
何
が
優
れ
て
い
る
の
か

属
平
板
の
間
で
電
力
を
送
り
ま
す
。
位
置

の
多
少
の
ず
れ
や
動
き
に
強
い
と
い
う
特

長
が
あ
り
、
ま
た
電
磁
波
の
漏
え
い
が
少

な
い
た
め
安
全
で
、
車
載
機
器
の
コ
ス
ト

も
磁
界
結
合
方
式
に
比
べ
10
分
の
1
に
抑

え
ら
れ
ま
す
。

　
E
V
は
、
急
速
充
電
器
を
使
っ
て
も
充

電
が
完
了
す
る
ま
で
に
30
〜
40
分
程
度
か

か
り
ま
す
。
走
行
中
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電

が
で
き
れ
ば
、
長
い
充
電
時
間
を
気
に
せ

ず
に
長
距
離
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
E
V
は
車
両
価
格
の
約
半
分

電界結合方式ワイヤレス給電の仕組み
　
昨
年
11
月
、県
は
豊
橋
技
術
科
学
大
学
と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送
技
術
に
係
る
連
携
推

進
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。同
大
学
の
大
平
孝
名
誉
教
授
に
、電
界
結
合
方
式
に
よ
る

E
V
ワ
イ
ヤ
レ
ス
走
行
中
給
電
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

金属平板 道路

受電

走行中

電源

そろそろ充電しなくちゃ!
スタンドに寄ろう…。

充電のための停車いらず
スイスイ長距離ドライブ !

電磁波の漏えいが少なく安全!

【問い合わせ先】 成長産業推進課  TEL 055-223-1565  FAX 055-223-1569

E
V
普
及
の
カ
ギ
と
な
る

脱
炭
素
社
会
の
新
技
術

充
電
を
気
に
せ
ず

長
時
間
走
行
が
可
能

 EV普及のカギとなるワイヤレス給電 世界初の実証実験始まる
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ワイヤレス走行中給電が
バッテリーEV車の抱える課題を解決

バッテリーEV車 ワイヤレス給電

● 充電時間が長い
● 航続距離が短い
● 車両価格が高い
● 充電スタンドが少ない

解決!

を
バ
ッ
テ
リ
ー
が
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
距
離
運
転
を
す
る
こ
と
の
多
い

高
速
道
路
で
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
を
行
え
ば
、

市
街
地
を
走
る
た
め
に
必
要
な
量
さ
え
充

電
し
て
お
け
ば
よ
く
、車
載
の
バ
ッ
テ
リ
ー

容
量
も
最
小
限
で
済
み
、
車
両
価
格
が
安

く
な
り
ま
す
。

　
E
V
に
限
ら
ず
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝

送
技
術
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
家
電
や
住
宅
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
医
療

機
器
分
野
、
さ
ら
に
は
富
士
山
登
山
鉄
道

構
想
な
ど
へ
の
応
用
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
山
梨
県
で
実
証
実
験
を

重
ね
、
こ
う
し
た
技
術
の
早
期
実
用
化
を

目
指
し
ま
す
。

り
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
給
電
す
る
本
格
的
な
実

証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
実
験
で
は
主
に
①
道
路
上
の
異
物

な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
安
全
性
②
給
電

効
率
、
車
両
の
軽
量
化
と
い
っ
た
省
エ
ネ

性
③
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
等
の
コ
ス
ト

面
の
3
項
目
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
は
こ
の
実
証
実
験
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
、
県
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
実

装
に
お
け
る
規
制
緩
和
な
ど
の
制
度
的
課

題
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
実
験
開
始
に
当
た
り
、
今
年
5
月
、
東

京
都
内
に
お
い
て
協
定
締
結
式
と
事
業
内

容
の
発
表
が
行
わ
れ
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
山
梨
県
、
甲
斐
市
、
学
校
法
人
日
本
航

空
学
園
（
同
市
）、
富
士
山
の
銘
水
株
式
会

社
（
富
士
吉
田
市
）、
富
士
ウ
ェ
ー
ブ
株
式

会
社
（
同
市
）
の
5
者
が
連
携
し
て
、
世

界
初
と
な
る
「
電
界
結
合
方
式
に
よ
る

E
V
ワ
イ
ヤ
レ
ス
走
行
中
給
電
の
本
格
的

な
実
証
実
験
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
電
線
を
介
さ
ず
、
電
磁
誘
導
や
電
波
を

利
用
し
て
離
れ
た
場
所
に
電
力
を
伝
え
る

技
術
を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送
技
術
と
呼

び
ま
す
。
E
V
ワ
イ
ヤ
レ
ス
走
行
中
給
電

は
こ
れ
を
応
用
し
、
走
行
中
の
E
V
に
給

電
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
日
本
航
空
学
園
の
敷
地
内
に
1
周
約

5
0
0
ｍ
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、

走
行
中
の
E
V
に
、
電
界
結
合
方
式
に
よ

豊橋技術科学大学での実験の様子

ワイヤレス走行中給電の未来図

都内で協定締結式を行い、実証実験の開始を発表した

企
業
や
行
政
な
ど
が
連
携
し
て

走
行
中
の
給
電
に
挑
戦

　
県
は
脱
炭
素
社
会
を
見
据
え
た
新
し
い
産
業
を
山
梨
の
地
か
ら
創
出
す
る
こ
と
を
目
指

し
、先
端
技
術
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
を
支
援
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、電

気
自
動
車（
E
V
）の
普
及
の
カ
ギ
と
な
る
充
電
問
題
な
ど
の
解
決
を
目
指
す
実
証
実
験

が
県
内
で
始
ま
り
ま
す
。

 

E
V
普
及
の
カ
ギ
と
な
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電

世
界
初
の
実
証
実
験
始
ま
る

豊橋技術科学大学
名誉教授

大平  孝 さん

　
E
V
は
走
行
中
に
二
酸
化
炭
素
を
一
切

排
出
し
な
い
た
め
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
充
電
時
間
の

長
さ
や
車
両
価
格
の
高
さ
と
い
っ
た
理
由

か
ら
、
政
府
目
標
に
対
し
思
う
よ
う
に
普

及
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題
を
解

決
で
き
る
の
が
走
行
中
に
行
う
ワ
イ
ヤ
レ

ス
給
電
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
道
路
に
埋
め
込
ん
だ
コ
イ

ル
と
車
体
底
面
に
取
り
付
け
た
コ
イ
ル
の

間
で
電
力
を
送
る
「
磁
界
結
合
方
式
」
に

よ
る
実
験
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
方
式
は
止
ま
っ
て
い
る
も
の
に
は
使

い
や
す
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
器

な
ど
で
す
で
に
製
品
化
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
動
く
も
の
に
は
使
い
づ
ら
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
私
た
ち
が
山
梨
県
で
行
う
「
電
界

結
合
方
式
」
に
よ
る
E
V
走
行
中
ワ
イ
ヤ

レ
ス
給
電
の
本
格
的
な
実
証
実
験
は
、
高

性
能
な
半
導
体
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電

界
結
合
方
式
で
は
、
道
路
に
埋
め
込
ん
だ

金
属
平
板
と
車
体
底
面
に
取
り
付
け
た
金

「
電
界
結
合
方
式
」は
何
が
優
れ
て
い
る
の
か

属
平
板
の
間
で
電
力
を
送
り
ま
す
。
位
置

の
多
少
の
ず
れ
や
動
き
に
強
い
と
い
う
特

長
が
あ
り
、
ま
た
電
磁
波
の
漏
え
い
が
少

な
い
た
め
安
全
で
、
車
載
機
器
の
コ
ス
ト

も
磁
界
結
合
方
式
に
比
べ
10
分
の
1
に
抑

え
ら
れ
ま
す
。

　
E
V
は
、
急
速
充
電
器
を
使
っ
て
も
充

電
が
完
了
す
る
ま
で
に
30
〜
40
分
程
度
か

か
り
ま
す
。
走
行
中
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電

が
で
き
れ
ば
、
長
い
充
電
時
間
を
気
に
せ

ず
に
長
距
離
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
E
V
は
車
両
価
格
の
約
半
分

電界結合方式ワイヤレス給電の仕組み
　
昨
年
11
月
、県
は
豊
橋
技
術
科
学
大
学
と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送
技
術
に
係
る
連
携
推

進
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。同
大
学
の
大
平
孝
名
誉
教
授
に
、電
界
結
合
方
式
に
よ
る

E
V
ワ
イ
ヤ
レ
ス
走
行
中
給
電
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

金属平板 道路

受電

走行中

電源

そろそろ充電しなくちゃ!
スタンドに寄ろう…。

充電のための停車いらず
スイスイ長距離ドライブ !

電磁波の漏えいが少なく安全!

【問い合わせ先】 成長産業推進課  TEL 055-223-1565  FAX 055-223-1569

E
V
普
及
の
カ
ギ
と
な
る

脱
炭
素
社
会
の
新
技
術

充
電
を
気
に
せ
ず

長
時
間
走
行
が
可
能
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皆
さ
ん
が
安
心
し
て
お
祭
り
を
楽
し
め
る
よ
う
、
感
染

防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

【武田信玄公役】 後藤 淳平さん
　まさか自分が信玄公として参加させても
らえるなんて大変光栄です。山梨県の
方々に今年の信玄公として認めてもらえる
よう精一杯やらせていただきます。共に感
動を分かち合いましょう！

【山本勘助役】 三谷 昌登さん
　全力でお屋形様を支え、信玄公祭りを
盛り上げたいと思っております。きっと勘助
さんが皆を憎き疫病から守り、山梨から
全国に明るい未来をもたらしてくださること
でしょう！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
平
成
31

年
４
月
の
開
催
以
来
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
信

玄
公
祭
り
。
昨
年
生
誕
5
0
0
年
を
迎
え
た
信
玄
公
の
功

績
を
再
認
識
し
、
県
民
総
参
加
で
祝
福
す
る
祭
典
を
、
約

3
年
半
ぶ
り
と
な
る
こ
の
秋
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
十
分
な
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
盛
大

に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
舞
鶴
城
公
園
や
甲
府
駅
南
口
周
辺
を
メ
イ
ン
舞
台
に
、

世
界
一
の
武
者
行
列
を
披
露
す
る
「
甲
州
軍
団
出
陣
」。

信
玄
公
役
と
し
て
武
者
た
ち
を
率
い
る
の
は
、
芸
人
の
後

藤
淳
平
さ
ん
で
す
。
ま
た
信
玄
公
を
支
え
た
軍
師
・
山
本

勘
助
役
は
、
俳
優
で
演
出
家
・
脚
本
家
の
三
谷
昌
登
さ
ん

が
務
め
ま
す
。

　
お
二
人
は
、
信
玄
公
生
誕
5
0
0
年
を
記
念
し
て
制
作

し
た
歴
史
ド
ラ
マ
「
信
茂
と
勝
頼
」
に
も
出
演
し
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
親
交
が
あ
る
と
い
う
両
キ
ャ
ス
ト
に

よ
る
息
の
合
っ
た
掛
け
合
い
で
、
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

甲
州
軍
団
出
陣
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

出
演
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策

10
月
28
日（
金
）

前
夜
祭
イ
ベ
ン
ト【
舞
鶴
城
公
園
】

神
明
の
花
火
と
の
コ
ラ
ボ
花
火

10
月
30
日（
日
）

戦
勝
を
祝
う
賑
わ
い
城
下
町

【
舞
鶴
城
公
園
お
よ
び
周
辺
】

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

賑
わ
い
城
下
町【
舞
鶴
城
公
園
】

信
玄
グ
ル
メ
横
丁【
か
す
が
も
ー
る
】

こ
う
ふ
女
性
達
で

創
る
マ
ル
シ
ェ （
10
月
29
日
の
み
）

【
ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場
】

甲
州
軍
団
を
率
い
る
キ
ャ
ス
ト

３
年
半
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
し
ま
す
！

10
月
28
日（
金
）〜
30
日（
日
）

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

● 

戦
勝
祈
願
式

● 

軍
団
集
結

● 

出
陣
式

● 

軍
団
出
陣

● 

帰
陣
式

10
月
29
日（
土
）

午
後
1
時
20
分
〜【
武
田
神
社
】

午
後
3
時
10
分
〜【
舞
鶴
城
公
園
】

午
後
4
時
20
分
〜【
舞
鶴
城
公
園
】

午
後
4
時
50
分
〜

午
後
7
時
〜【
舞
鶴
城
公
園
】

① 

身
体
的
距
離
を
確
保
す
る
た
め

　

 

平
和
通
り
の
観
覧
エ
リ
ア
を
拡
大

② 

有
料
観
覧
ゾ
ー
ン
入
口
で
検
温
・
手
指
消
毒
を
実
施

③ 

会
場
各
所
へ
検
温
装
置
・
消
毒
液
を
設
置

④ 

音
響
を
活
用
し
大
声
に
頼
ら
な
い
演
出
を
実
施

　
ご
来
場
の
際
は
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

① 

不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用

② 

会
場
各
所
に
お
け
る
検
温
や
手
指
消
毒
の
実
施

10
月
29
日（
土
）

祝
賀
パレ
ー
ド 

〜
ハロ
ウ
ィ
ン
仮
装
パレ
ー
ド
〜

【
平
和
通
り
】

信
玄
公
祭
り
の
開
催
を
祝
い
、祭
り
を
盛
り
上
げ
る
パレ
ー
ド

甲
州
軍
団
出
陣

世
界
一（
※
）の
武
者
行
列

か
い
の
国
S
H
I
N
G
E
N

M
A
R
C
H
E【
舞
鶴
城
公
園
南
広
場
】

若
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
や
地
場
産
品
の
販
売

菱
丸
忍
軍
〜
秋
の
入
軍
試
験
〜

【
県
庁
防
災
新
館
南
側
道
路
】

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

※

平
成
24（
２
０
１
２
）年「
侍
の
最

大
集
合
記
録
」と
し
て
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
TM
を
達
成

9月5日時点の情報を基に作成しています。

「
信
茂
と
勝
頼
」は
県
の
公
式
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル「
山
梨
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
公
開
中
！

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

【問い合わせ先】 信玄公祭り実行委員会  TEL 055-231-2722  FAX 055-221-3040

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ご    とう じゅん  ぺい

み    たに まさと

詳
細
は
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

アシストエンジニアリング
よっちゃばれ広場

甲州軍団出陣の進路 観覧エリア
総合案内所 大型画面（出陣式の様子を放映します）

信玄公像

至松本 至新宿

ヨドバシ
カメラ

県庁

防災新館 東京電力

舞鶴城公園
出陣式・帰陣式

城東通り

か
す
が
も
ー
る

岡島

ココリ

甲府市役所

甲府駅

信
玄
公
の
魂
よ
み
が
え
る
3
日
間

他
に
も
信
玄
公
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

第49回信玄公祭り
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皆
さ
ん
が
安
心
し
て
お
祭
り
を
楽
し
め
る
よ
う
、
感
染

防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

【武田信玄公役】 後藤 淳平さん
　まさか自分が信玄公として参加させても
らえるなんて大変光栄です。山梨県の
方々に今年の信玄公として認めてもらえる
よう精一杯やらせていただきます。共に感
動を分かち合いましょう！

【山本勘助役】 三谷 昌登さん
　全力でお屋形様を支え、信玄公祭りを
盛り上げたいと思っております。きっと勘助
さんが皆を憎き疫病から守り、山梨から
全国に明るい未来をもたらしてくださること
でしょう！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
平
成
31

年
４
月
の
開
催
以
来
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
信

玄
公
祭
り
。
昨
年
生
誕
5
0
0
年
を
迎
え
た
信
玄
公
の
功

績
を
再
認
識
し
、
県
民
総
参
加
で
祝
福
す
る
祭
典
を
、
約

3
年
半
ぶ
り
と
な
る
こ
の
秋
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
十
分
な
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
盛
大

に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
舞
鶴
城
公
園
や
甲
府
駅
南
口
周
辺
を
メ
イ
ン
舞
台
に
、

世
界
一
の
武
者
行
列
を
披
露
す
る
「
甲
州
軍
団
出
陣
」。

信
玄
公
役
と
し
て
武
者
た
ち
を
率
い
る
の
は
、
芸
人
の
後

藤
淳
平
さ
ん
で
す
。
ま
た
信
玄
公
を
支
え
た
軍
師
・
山
本

勘
助
役
は
、
俳
優
で
演
出
家
・
脚
本
家
の
三
谷
昌
登
さ
ん

が
務
め
ま
す
。

　
お
二
人
は
、
信
玄
公
生
誕
5
0
0
年
を
記
念
し
て
制
作

し
た
歴
史
ド
ラ
マ
「
信
茂
と
勝
頼
」
に
も
出
演
し
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
親
交
が
あ
る
と
い
う
両
キ
ャ
ス
ト
に

よ
る
息
の
合
っ
た
掛
け
合
い
で
、
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

甲
州
軍
団
出
陣
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

出
演
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策

10
月
28
日（
金
）

前
夜
祭
イ
ベ
ン
ト【
舞
鶴
城
公
園
】

神
明
の
花
火
と
の
コ
ラ
ボ
花
火

10
月
30
日（
日
）

戦
勝
を
祝
う
賑
わ
い
城
下
町

【
舞
鶴
城
公
園
お
よ
び
周
辺
】

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

賑
わ
い
城
下
町【
舞
鶴
城
公
園
】

信
玄
グ
ル
メ
横
丁【
か
す
が
も
ー
る
】

こ
う
ふ
女
性
達
で

創
る
マ
ル
シ
ェ （
10
月
29
日
の
み
）

【
ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場
】

甲
州
軍
団
を
率
い
る
キ
ャ
ス
ト

３
年
半
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
し
ま
す
！

10
月
28
日（
金
）〜
30
日（
日
）

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

● 

戦
勝
祈
願
式

● 

軍
団
集
結

● 

出
陣
式

● 

軍
団
出
陣

● 

帰
陣
式

10
月
29
日（
土
）

午
後
1
時
20
分
〜【
武
田
神
社
】

午
後
3
時
10
分
〜【
舞
鶴
城
公
園
】

午
後
4
時
20
分
〜【
舞
鶴
城
公
園
】

午
後
4
時
50
分
〜

午
後
7
時
〜【
舞
鶴
城
公
園
】

① 

身
体
的
距
離
を
確
保
す
る
た
め

　

 

平
和
通
り
の
観
覧
エ
リ
ア
を
拡
大

② 

有
料
観
覧
ゾ
ー
ン
入
口
で
検
温
・
手
指
消
毒
を
実
施

③ 

会
場
各
所
へ
検
温
装
置
・
消
毒
液
を
設
置

④ 

音
響
を
活
用
し
大
声
に
頼
ら
な
い
演
出
を
実
施

　
ご
来
場
の
際
は
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

① 

不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用

② 

会
場
各
所
に
お
け
る
検
温
や
手
指
消
毒
の
実
施

10
月
29
日（
土
）

祝
賀
パレ
ー
ド 

〜
ハロ
ウ
ィ
ン
仮
装
パレ
ー
ド
〜

【
平
和
通
り
】

信
玄
公
祭
り
の
開
催
を
祝
い
、祭
り
を
盛
り
上
げ
る
パレ
ー
ド

甲
州
軍
団
出
陣

世
界
一（
※
）の
武
者
行
列

か
い
の
国
S
H
I
N
G
E
N

M
A
R
C
H
E【
舞
鶴
城
公
園
南
広
場
】

若
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
や
地
場
産
品
の
販
売

菱
丸
忍
軍
〜
秋
の
入
軍
試
験
〜

【
県
庁
防
災
新
館
南
側
道
路
】

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

※

平
成
24（
２
０
１
２
）年「
侍
の
最

大
集
合
記
録
」と
し
て
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
TM
を
達
成

9月5日時点の情報を基に作成しています。

「
信
茂
と
勝
頼
」は
県
の
公
式
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル「
山
梨
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
公
開
中
！

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

【問い合わせ先】 信玄公祭り実行委員会  TEL 055-231-2722  FAX 055-221-3040

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ご    とう じゅん  ぺい

み    たに まさと

詳
細
は
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

アシストエンジニアリング
よっちゃばれ広場

甲州軍団出陣の進路 観覧エリア
総合案内所 大型画面（出陣式の様子を放映します）

信玄公像

至松本 至新宿

ヨドバシ
カメラ

県庁

防災新館 東京電力

舞鶴城公園
出陣式・帰陣式

城東通り

か
す
が
も
ー
る

岡島

ココリ

甲府市役所

甲府駅

信
玄
公
の
魂
よ
み
が
え
る
3
日
間

他
に
も
信
玄
公
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

第49回信玄公祭り
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や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.

08

わたしたちが
レポートを
作成しました ！　最

近
、
電
力
供
給
ひ
っ
迫
な
ど
の
電
力
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
実
は
電
力
を
安
定
し
て

供
給
す
る
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
。

　電
気
は
そ
の
ま
ま
貯
め
て
お
け
な
い
性
質
を
持
っ
て
い

て
、
発
電
量
と
消
費
量
が
同
時
同
量
で
な
い
と
電
気
の
供

給
が
正
常
に
行
え
な
く
な
り
、
大
規
模
停
電
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
近
年
普
及
が
進
む
太
陽
光
発
電
の
発
電
量
は
、

晴
れ
の
日
に
は
多
く
な
り
、
曇
り
や
雨
の
日
は
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
火
力
発
電
や
水
力
発
電
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
て
発
電
側
で
調
整
し
て
き
ま
し
た
が
、
太
陽
光

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
が
増
え

る
に
つ
れ
て
発
電
量
の
変
動
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
発

電
側
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
消
費
側
で
も
調

整
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
山
梨
県
は
、
太
陽
光
発
電
で
得
た
電
力
で
水
を

電
気
分
解
し
グ
リ
ー
ン
水
素
を
つ
く
る
「
P
2
G
シ
ス
テ

ム
」
を
使
い
、
消
費
側
で
の
調
整
に
挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。

発
電
量
が
消
費
量
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
余
っ
た
電
力

で
水
素
を
製
造
し
、
発
電
量
が
消
費
量
よ
り
少
な
い
と
き

に
は
水
素
の
製
造
を
や
め
、
電
力
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
す
る
そ
う
で
す
。

　山
梨
県
の
P
2
G
シ
ス
テ
ム
は
出
力
増
減
の
指
令
へ
の

対
応
が
早
い
「
固
体
高
分
子
形
」
と
い
う
も
の
で
、
天
候

で
す
ぐ
に
変
わ
る
太
陽
光
の
発
電
量
に
高
速
で
対
応
で
き

る
た
め
、
電
力
の
安
定
化
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
電
力
需
給
調
整
に
使
う
と

い
う
の
は
世
界
初
な
ん
で
す
！

　天
候
に
左
右
さ
れ
る
太
陽
光
は
電
力
の
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
を
乱
す
の
で
、
発
電
量
を
増
や
せ
な
い
こ
と
が

課
題
で
し
た
。
P
2
G
シ
ス
テ
ム
で
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
電
力
が
安
定
し
、
太
陽
光
発
電
の
増

加
に
つ
な
が
る
た
め
、
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
に
一
歩
近

づ
き
そ
う
で
す
。
ま
た
、
災
害
で
遠
方
か
ら
の
電
力
供
給

が
途
絶
え
て
も
地
域
内
の
太
陽
光
発
電
で
電
力
を
賄
う
こ

と
が
で
き
、
防
災
機
能
の
向
上
も
見
込
め
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
水
素
は
燃
え
る
と
き
に
C
O
2
を
出
さ
な
い
た

め
、
P
2
G
シ
ス
テ
ム
で
作
っ
た
水
素
を
化
石
燃
料
の
代

わ
り
と
し
て
使
え
ば
、
C
O
2
が
削
減
で
き
ま
す
ね
。

　環
境
に
優
し
い
水
素
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光

発
電
の
課
題
で
あ
る
不
安
定
さ
を
解
消
で
き
る
P
2
G
シ

ス
テ
ム
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
や
ま
な
し
モ
デ
ル

P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

自然災害などに備えて、
グリーン水素を役立てる仕組みも
早くできれば安心ですね。

P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
社
会
へ
の
導
入
が
加
速
し
、

将
来
的
に
は
医
療
現
場
で
も

有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山梨大学医学部医学科

2年 久保田 翔夢さん

山梨大学医学部看護学科

2年 竜澤 舞帆さん

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 電気課　新エネルギーシステム推進室  TEL 055-234-5268  FAX 055-223-5393

電力を需要側から調整するために、県で
は研究を始めたそうですね。

太陽光で発電した電力を最大限使える
ようになるといいですね。

なぜP2Gシステムを使うのですか？

そうですね。P2Gシステムで環境に優し
い社会づくりに貢献していきたいです。

はい。太陽光発電で得た電力で、水を分
解して水素をつくるP2Gシステムを使って
実証実験を始めました。

天候で変わる太陽光の発電量に高速で
対応でき、つくった水素もエネルギーとし
て活用できるので、二酸化炭素（CO2）を
削減できるんです。

「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
P
2
G
シ
ス
テ
ム
」は

世
界
に
期
待
さ
れ
る
先
端
技
術
で
す
。

P
2
G
シ
ス
テ
ム
で

環
境
に
優
し
い
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

脱炭素社会実現のカギは山梨にある

やまなしモデルP2Gシステムで
電力需給調整ができるらしい？

電気課  新エネルギーシステム推進室

主査 竹田 明浩さん

　P2Gシステムは水の電気分解から水素を製造す
る技術であり、脱炭素社会の実現に向け、世界的
に注目されています。「やまなしモデルP2Gシステム」
は小型でシステム構成がシンプルなため、大量生産
による低価格化や工場などへの導入が期待されま
す。やまなしモデルP2Gシステムで水素エネルギー
社会の構築を目指します。

CHECK !

　使用時にCO2を出さないことから水素は新た
なエネルギーとして注目されています。その中でも
再生可能エネルギー由来の電力で水を電気分
解して生産される「グリーン水素」は、製造過程で
もCO2を一切出さないため、究極のクリーンエネ
ルギーといわれています。

「グリーン水素」は
究極のクリーンエネルギー

供給電力 需要電力

需給のバランス火力発電 電気自動車

太陽光発電

変動する電力

原子力発電
家庭 工場

水力発電

P2Gシステム

グリーン水素

安定的な電力

余剰分を
P2Gシステムで

調整
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　パ
ー
ク
は
昨
年
1
月
に
オ
ー
プ
ン
。

　「本
物
に
触
れ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
、
初
心
者
や
お

子
さ
ん
で
も
安
心
で
き
る
敷
居
の
低
さ
を
持
っ
た
、
み
ん
な

が
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
大
人
が

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
せ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
子
ど
も

は
何
か
を
感
じ
取
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
は
興
味
や
楽
し

み
を
き
っ
か
け
に
学
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
僕

は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
遊
ぶ
中
で
、
子
ど
も
が
普
段

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
以
外
に
も
新
し
い
つ
な
が
り
を
作
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
林
さ
ん
。

　今
後
の
目
標
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も

へ
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　「集
団
が
得
意
な
子
も
い
れ
ば
、
1
人
が
落
ち
着
く
子
も

い
ま
す
。
学
校
が
好
き
な
子
が
い
る
一
方
で
、
既
存
の
学
校

の
シ
ス
テ
ム
が
合
わ
ず
学
校
に
行
か
な
い
選
択
を
す
る
子
も

い
ま
す
。
こ
こ
に
い
る
大
人
は
、
子
ど
も
の
多
様
性
や
個
性

を
尊
重
し
寄
り
添
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
家
で
も

学
校
で
も
な
い
、
第
3
の
居
場
所
と
し
て
誰
も
が
安
心
し
て

遊
び
に
来
ら
れ
る
、
そ
ん
な
パ
ー
ク
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
国
内
外
で
活
躍
し
て
き
た
林
さ
ん
。

プ
ロ
引
退
後
、
3
人
目
の
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
機
に
、
自

然
豊
か
な
子
育
て
環
境
を
求
め
て
東
京
か
ら
北
杜
市
に
移

住
し
ま
し
た
。

　「北
杜
市
に
来
て
か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
趣
味
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
当
時
県
内

に
は
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
、
天
候
に
関
係
な
く
安
全
安

心
に
楽
し
め
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
な
り
ス
ケ
ー
タ
ー
は
増

え
て
い
る
一
方
で
、
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
に
安
全

面
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
移
住
し

て
き
た
の
も
何
か
の
縁
だ
と
思
い
、
こ
の
地
域
に
天
候
や

昼
夜
を
問
わ
ず
、
大
人
も
子
ど
も
も
安
心
し
て
楽
し
め
る

パ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

　林
さ
ん
が
注
目
し
た
の
は
廃
校
と
な
っ
た
高
根
清
里
小

学
校
で
し
た
。
小
学
校
が
な
く
な
っ
た
地
域
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
を
根
付
か
せ
、
若
者
や
子
育
て
世
代

を
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
募
っ
て
資
材
を

購
入
し
、D
I
Y
（
日
曜
大
工
）
で
パ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

県
内
の
ス
ケ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

の
お
か
げ
で
無
事
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

次へとつなぐ
若き先駆者たち
［ネクスト］

プロスノーボーダーとしてアメ
リカやヨーロッパのチームに所
属し国内外で活躍。プロ引退
後、東京から北杜市に移住。清
里NBスケートパークの運営と
並行し自伐型林業にも携わっ
ている。
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　パ
ー
ク
は
昨
年
1
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オ
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プ
ン
。
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物
に
触
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れ
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と
、
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く
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し
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子
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
以
外
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し
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な
が
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作
れ
た
ら
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。
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。
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落
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テ
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。

　「北
杜
市
に
来
て
か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
趣
味
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
当
時
県
内

に
は
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
、
天
候
に
関
係
な
く
安
全
安

心
に
楽
し
め
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
な
り
ス
ケ
ー
タ
ー
は
増

え
て
い
る
一
方
で
、
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
に
安
全

面
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
移
住
し

て
き
た
の
も
何
か
の
縁
だ
と
思
い
、
こ
の
地
域
に
天
候
や

昼
夜
を
問
わ
ず
、
大
人
も
子
ど
も
も
安
心
し
て
楽
し
め
る

パ
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。
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を
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日
曜
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で
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作
り
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。
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イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
導
入
し
た
農
家
の
作
物
や

加
工
品
の
認
証
制
度
を
つ
く
っ
た
。
認
証
を

受
け
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

　
消
費
者
に
は
、
認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
貼
ら

れ
て
い
る
商
品
を
買
う
こ
と
で
「
環
境
負
荷

を
低
減
さ
せ
て
い
る
」
と
い
う
取
り
組
み
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
エ

シ
カ
ル
消
費
（
社
会
的
課
題
の
解
決
を
考
慮

し
た
消
費
者
が
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
事

業
者
を
応
援
す
る
消
費
活
動
を
行
う
こ
と
）

を
促
す
こ
と
で
、
農
家
は
恩
恵
を
受
け
る
し
、

山
梨
県
産
の
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
付

加
価
値
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
県
販
売
・
輸
出
支
援
課
の
塩
野
正
和
主
任

は
こ
う
話
す
。

　「
山
梨
県
産
の
果
実
は
品
質
が
い
い
、
と
い

う
こ
と
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
『
環
境
に
も
い
い
』
と
い

う
新
た
な
価
値
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大
都
市
の
エ

シ
カ
ル
消
費
層
に
は
『
山
梨
は
4
パ
ー
ミ
ル
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
組
ん
で
果
実
を
つ

く
っ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
を
認
知
し
て
、

選
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
は
日

本
全
国
の
消
費
者
に
選
ば
れ
る
果
実
に
な
る

よ
う
、
積
極
的
に
P
R
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
試
み
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
東
京
・

銀
座
で
の
モ
モ
販
売
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
渋
谷
さ
ん
も
消
費
者
の
意
識
の
変
化
を
感

じ
て
い
る
。

　「
ワ
イ
ン
を
飲
む
方
は
勉
強
熱
心
な
方
も

多
い
。
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
貼
ら
れ
て
い
る

　
県
農
業
技
術
課
の
長
坂
克
彦
・
新
技
術
推

進
監
は
こ
う
語
る
。

　「
枝
を
た
き
火
の
よ
う
に
燃
や
す
と

C
O
2
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、蒸
し
焼
き
（
炭
化
）
に
す
る
と
、

酸
素
な
ど
は
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
一
方
で
、

多
く
の
C
O
2
を
炭
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
球
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
は
、
地

中
に
貯
留
す
る
炭
素
を
わ
ず
か
0.
4
%
増

や
す
だ
け
で
気
候
変
動
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
視
点
に
基
づ
く
活
動
だ
。

C
O
2
の
削
減
に
は
、
い
か
に
石
炭
火
力
発

電
を
減
ら
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ

　
7
月
、
東
京
・
銀
座
で
山
梨
県
産
の
モ
モ

が
販
売
さ
れ
て
い
た
。
買
っ
た
人
は
「
環
境

に
い
い
果
物
だ
と
聞
い
た
の
で
、
農
家
を
応

援
し
よ
う
と
買
い
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　
県
が
こ
こ
数
年
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
の

一
つ
が
「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」。

パ
ー
ミ
ル
と
は
1
0
0
0
分
の
1

=

0.
1
%

認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
て
、『
ど
う
い
う
意
味

な
の
?
』
と
聞
か
れ
、
そ
こ
か
ら
環
境
問
題

の
話
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味

で
は
、
ワ
イ
ン
が
環
境
問
題
を
考
え
る
入
り

口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
S
D
G
s
（
持
続
可

能
な
成
長
目
標
）
と
い
っ
た
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
は
生
産
者
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
消
費
者
に
も
地
球
環
境
を
考

え
た
消
費
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の

取
り
組
み
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
な
ど
を
味

わ
い
な
が
ら
地
球
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

の
意
味
。
土
の
中
に
年
間
4
パ
ー
ミ
ル

（
0.
4
%
）
の
炭
素
量
を
増
や
す
こ
と
を
目

指
す
、
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的
な
農
業
だ
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
果
樹
園
。
こ
こ
の
ブ
ド

ウ
か
ら
上
級
の
ワ
イ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
の
は
「
ド
メ
ー
ヌ

ヒ
デ
」
の
渋
谷
英
雄
さ
ん
だ
。

　「
う
ち
の
ワ
イ
ン
は
他
と
は
違
っ
た
味
で
す
」

　
渋
谷
さ
ん
の
つ
く
る
ワ
イ
ン
は
、
世
界
有

数
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
高
品
質
の
ワ
イ
ン
を
つ
く

れ
る
の
に
は
秘
密
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
循
環

型
農
業
」
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ワ
イ
ン
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　「
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど
を
使
用
せ

ず
、
純
粋
に
植
物
由
来
の
『
ボ
タ
ニ
カ
ル
循

環
型
農
業
』
を
し
て
い
ま
す
」

　
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
「
炭
」
で
あ
る
。

　「
果
樹
園
で
切
ら
れ
た
枝
を
燃
焼
さ
せ
て

で
き
た
炭
と
ブ
ド
ウ
の
皮
を
混
ぜ
て
肥
料
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
炭
が
あ
る
た
め
に
、
化

学
農
薬
な
ど
を
使
わ
ず
に
、
自
分
の
畑
で
で

き
た
も
の
だ
け
を
使
っ
て
育
て
る
循
環
型
農

業
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
で
き
た
『
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ワ
イ
ン
』
だ
か
ら
こ
そ
、
独
自
の
味
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」

　
実
は
こ
の「
炭
」こ
そ
が
、山
梨
県
の「
4
パ
ー

ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の
肝
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ト
で
き
る
か
と
い
う
点
ば
か
り
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で
は
、
炭
素
自
体
を
地
中
に
閉
じ
込
め
て

大
気
中
に
放
出
さ
せ
な
い
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
梨
県
は
日
本

国
内
で
は
そ
の
試
み
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
山
梨
県
は
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
山
梨
県
で
果
樹

栽
培
が
盛
ん
な
こ
と
だ
。
畑
作
に
比
べ
、
耕

運
（
作
物
を
植
え
付
け
る
際
に
土
を
掘
り
返

す
こ
と
）
を
し
な
い
果
樹
栽
培
は
土
に
炭
素

を
蓄
え
や
す
い
。
山
梨
県
の
生
産
シ
ェ
ア
は
、

ブ
ド
ウ
が
24
%
、
モ
モ
が
35
%
も
あ
る
。
だ

か
ら
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
導
入

す
る
と
、
C
O
2
削
減
効
果
が
大
き
い
の
だ
。

県
が
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
一
番
効
果
が
あ

る
の
が
炭
化
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
炭
を
つ

く
る
の
に
は
「
無
煙
炭
化
器
」
と
い
う
特
殊

な
鍋
を
使
う
。
底
に
穴
が
空
い
て
い
る
無
煙

炭
化
器
に
1
〜
2
カ
月
乾
燥
さ
せ
た
剪
定
枝

を
入
れ
て
炭
化
し
、
畑
に
散
布
す
る
。

　
渋
谷
さ
ん
は
循
環
型
農
業
を
追
求
し
た
結

果
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
入

れ
た
と
い
う
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
思
わ

ぬ
副
産
物
が
あ
っ
た
。

　「
味
が
さ
ら
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
ワ
イ
ン

は
複
雑
な
味
を
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
炭

を
使
っ
た
こ
と
で
土
壌
環
境
が
良
く
な
り
味

の
複
雑
さ
が
増
し
た
の
で
す
」

　
循
環
型
の
良
い
と
こ
ろ
は
「
こ
の
土
地
だ

か
ら
こ
そ
の
味
が
出
せ
る
と
こ
ろ
」
だ
と
語

る
。

　「
外
部
由
来
の
肥
料
を
使
う
と
確
か
に
収

量
や
生
育
は
良
く
、
収
量
は
お
そ
ら
く
1.
5

倍
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
画
一
的

な
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
農
業
は
環
境

負
荷
が
す
ご
く
高
い
と
感
じ
る
。
そ
れ
を
少

し
で
も
減
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
」

　
枝
を
「
炭
」
に
す
る
こ
と
が
、
味
と
環
境

の
両
面
に
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
わ
け
だ
。

　
山
梨
県
は
令
和
3
年
5
月
、
4
パ
ー
ミ
ル
・

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ワ
イ
ン
の
肝
は「
炭
」

気
候
変
動
問
題
の
解
決
策

山
梨
は「
4
パ
ー
ミ
ル
効
果
」が
大
き
い

「
4
パ
ー
ミ
ル
」が
生
ん
だ
副
産
物
は
… ブドウ畑に立つ渋谷さん

7月に開催されたモモフェアの様子渋谷さんのワイナリーのブドウ畑に積まれている炭

渋谷さんがつくったワイン。認証ロゴマークが貼られている

県農政部の農業技術課は農家への普及を進め、販売・輸出支援課は農作物の販
路開拓などを進めている。左から、塩野正和・販売輸出支援課主任、五味亜矢
子・同課課長補佐、長坂克彦・農業技術課新技術推進監、國友義博・同課主幹

せ
ん  

て
い

地
球
環
境
に
や
さ
し
く
て「
複
雑
な
味
」の
ワ
イ
ン
が
で
き
た
！

炭
素
を
土
に
埋
め
込
む「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
山
梨
の
現
場
を
行
く

農
業
分
野
か
ら
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す「
４
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」。

取
り
組
み
の
現
状
を
や
ま
な
し  

i
n  

d
e
p
t
h
か
ら
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
お
届
け
し
ま
す
。

やまなし in depth
フルバージョンはこちらから
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イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
導
入
し
た
農
家
の
作
物
や

加
工
品
の
認
証
制
度
を
つ
く
っ
た
。
認
証
を

受
け
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

　
消
費
者
に
は
、
認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
貼
ら

れ
て
い
る
商
品
を
買
う
こ
と
で
「
環
境
負
荷

を
低
減
さ
せ
て
い
る
」
と
い
う
取
り
組
み
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
エ

シ
カ
ル
消
費
（
社
会
的
課
題
の
解
決
を
考
慮

し
た
消
費
者
が
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
事

業
者
を
応
援
す
る
消
費
活
動
を
行
う
こ
と
）

を
促
す
こ
と
で
、
農
家
は
恩
恵
を
受
け
る
し
、

山
梨
県
産
の
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
付

加
価
値
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
県
販
売
・
輸
出
支
援
課
の
塩
野
正
和
主
任

は
こ
う
話
す
。

　「
山
梨
県
産
の
果
実
は
品
質
が
い
い
、
と
い

う
こ
と
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
『
環
境
に
も
い
い
』
と
い

う
新
た
な
価
値
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大
都
市
の
エ

シ
カ
ル
消
費
層
に
は
『
山
梨
は
4
パ
ー
ミ
ル
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
組
ん
で
果
実
を
つ

く
っ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
を
認
知
し
て
、

選
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
は
日

本
全
国
の
消
費
者
に
選
ば
れ
る
果
実
に
な
る

よ
う
、
積
極
的
に
P
R
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
試
み
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
東
京
・

銀
座
で
の
モ
モ
販
売
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
渋
谷
さ
ん
も
消
費
者
の
意
識
の
変
化
を
感

じ
て
い
る
。

　「
ワ
イ
ン
を
飲
む
方
は
勉
強
熱
心
な
方
も

多
い
。
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
貼
ら
れ
て
い
る

　
県
農
業
技
術
課
の
長
坂
克
彦
・
新
技
術
推

進
監
は
こ
う
語
る
。

　「
枝
を
た
き
火
の
よ
う
に
燃
や
す
と

C
O
2
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、蒸
し
焼
き
（
炭
化
）
に
す
る
と
、

酸
素
な
ど
は
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
一
方
で
、

多
く
の
C
O
2
を
炭
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
球
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
は
、
地

中
に
貯
留
す
る
炭
素
を
わ
ず
か
0.
4
%
増

や
す
だ
け
で
気
候
変
動
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
視
点
に
基
づ
く
活
動
だ
。

C
O
2
の
削
減
に
は
、
い
か
に
石
炭
火
力
発

電
を
減
ら
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ

　
7
月
、
東
京
・
銀
座
で
山
梨
県
産
の
モ
モ

が
販
売
さ
れ
て
い
た
。
買
っ
た
人
は
「
環
境

に
い
い
果
物
だ
と
聞
い
た
の
で
、
農
家
を
応

援
し
よ
う
と
買
い
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　
県
が
こ
こ
数
年
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
の

一
つ
が
「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」。

パ
ー
ミ
ル
と
は
1
0
0
0
分
の
1

=

0.
1
%

認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
て
、『
ど
う
い
う
意
味

な
の
?
』
と
聞
か
れ
、
そ
こ
か
ら
環
境
問
題

の
話
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味

で
は
、
ワ
イ
ン
が
環
境
問
題
を
考
え
る
入
り

口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
S
D
G
s
（
持
続
可

能
な
成
長
目
標
）
と
い
っ
た
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
は
生
産
者
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
消
費
者
に
も
地
球
環
境
を
考

え
た
消
費
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の

取
り
組
み
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
な
ど
を
味

わ
い
な
が
ら
地
球
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

の
意
味
。
土
の
中
に
年
間
4
パ
ー
ミ
ル

（
0.
4
%
）
の
炭
素
量
を
増
や
す
こ
と
を
目

指
す
、
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的
な
農
業
だ
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
果
樹
園
。
こ
こ
の
ブ
ド

ウ
か
ら
上
級
の
ワ
イ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
の
は
「
ド
メ
ー
ヌ

ヒ
デ
」
の
渋
谷
英
雄
さ
ん
だ
。

　「
う
ち
の
ワ
イ
ン
は
他
と
は
違
っ
た
味
で
す
」

　
渋
谷
さ
ん
の
つ
く
る
ワ
イ
ン
は
、
世
界
有

数
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
高
品
質
の
ワ
イ
ン
を
つ
く

れ
る
の
に
は
秘
密
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
循
環

型
農
業
」
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ワ
イ
ン
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　「
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど
を
使
用
せ

ず
、
純
粋
に
植
物
由
来
の
『
ボ
タ
ニ
カ
ル
循

環
型
農
業
』
を
し
て
い
ま
す
」

　
そ
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を
支
え
て
い
る
の
が
「
炭
」
で
あ
る
。

　「
果
樹
園
で
切
ら
れ
た
枝
を
燃
焼
さ
せ
て

で
き
た
炭
と
ブ
ド
ウ
の
皮
を
混
ぜ
て
肥
料
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
炭
が
あ
る
た
め
に
、
化

学
農
薬
な
ど
を
使
わ
ず
に
、
自
分
の
畑
で
で

き
た
も
の
だ
け
を
使
っ
て
育
て
る
循
環
型
農

業
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
で
き
た
『
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ワ
イ
ン
』
だ
か
ら
こ
そ
、
独
自
の
味
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」
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炭
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梨
県
の「
4
パ
ー

ミ
ル
・
イ
ニ
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ア
チ
ブ
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肝
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な
っ
て
い
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。
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。
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

　人工呼吸器の管理やたんの吸引などの医療的ケアを必要とする方やご家族の
一元的な相談窓口として、8月、国立病院機構甲府病院内に「医療的ケア児支援セ
ンター」を開所しました。
　センターには医師や看護師、保育士の資格を持つ支援員が常駐。相談内容に応じ
て医療や福祉、教育など複数の分野にまたがる支援を関係機関と調整し、必要な医
療や障害福祉サービスにつなげます。また、医療的ケアに携わる人材の育成や情報
発信に取り組みます。
　医療的ケアを必要とする方が地域で安心して生活できるよう、相談体制の強化や
センターを中心としたあらゆる機関の連携を進めていきます。

NEWS 「医療的ケア児支援センター」を開設し支援を強化
“今”をお届けする情報ページ

やまなし県政ニュース

医療的ケア児支援センターの看板を披露

　県と峡南地域の5町が連携して、共通課題の解決などに向けて話し合う「峡南地
域ネクスト共創会議」を、8月に身延町で開催しました。初回となったこの日は、長崎知
事と峡南5町の首長が出席し「観光」「公共交通網の整備」「富士川水系の河川環境
保全」「山村留学の受け入れ」などをテーマに意見を交わしました。
　長崎知事は「中部横断自動車道の全線開通からもうすぐ1年がたつ。企業立地や人
の往来・交流の活発化など、沿線地域には強い追い風が吹いている。この会議を土台
にして峡南地域の飛躍を成し遂げたい」と述べました。また、出席者からは「峡南5町が
連携して交通網を整備し、地域の足の確保や広域的な周遊につなげていくことが必
要」「山村留学などを活用して、移住者や関係人口の増加につなげたい」などの意見が
出されました。今後も課題ごとに議論を深め、解決策などを検討していく予定です。

NEWS 峡南地域の発展につなげる「峡南地域ネクスト共創会議」を開催

会議に出席した峡南5町の首長と長崎知事

　県は8月に大成建設株式会社（東京都新宿区）と建設部材工場の脱炭素化など
に係る基本合意書を締結しました。県が民間企業と技術開発を進める「やまなしモデ
ルP2Gシステム」を建設部材工場に導入し、そこで製造したグリーン水素を燃やして
得た熱を利用することで、工場の脱炭素化を図るものです。来年秋ごろまでに実証運
転を始める予定で、本県のP2Gシステムが県外で導入されるのは初となります。また、
工場で製造した水素を地域内の工場などで熱エネルギーとして活用する仕組みも併
せて検討します。
　合意書締結式で長崎知事は「今後も水素エネルギー分野の先頭に立ち、脱炭素
化の実現に向けてやまなしモデルP2Gシステムのさまざまな可能性を追求していきま
す」と述べました。

NEWS やまなしモデルP2Gシステム  県外導入第1号
大成建設株式会社と基本合意書を締結

県庁で行われた合意書締結式

　国内最大級のファッションイベント「東京ガールズコレクション
（TGC）」がプロデュースする「TGC FES YAMANASHI 2022」を、富
士河口湖町で10月22日に開催します。このイベントは、県内外の若い
女性に本県の魅力を発信しようと、県がTGCの「地方創生プロジェクト」
を活用して開催するもので、地方の自然を生かした野外フェスティバル
形式での開催は、同プロジェクト史上初の試みです。
　宝箱を意味する「Treasure Box」をテーマに、人気モデルなどが本県
の地場産業である織物やジュエリーを着用し登場するファッションショー
や、県産酒や県産食材を活用した料理、キャンプ体験等を楽しむアウトド
アフェスなどが予定されています。
　県は、これをきっかけに本県の伝統産業や食、自然などの魅力を感じ山梨を訪れる若い女性が増えるよう準備を進めていきます。

NEWS 「TGC FES YAMANASHI 2022」開催決定

開催発表会見でイベントのイメージ画像を発表する
長崎知事とTGCの運営会社「W TOKYO」の村上範義社長

　本県とアイオワ州は昭和35（1960）年の姉妹都市締結以来、農業
をはじめスポーツ、教育など幅広い分野で交流を深めています。8月、県
は同州に高校生を含む訪問団を派遣し、姉妹県州締結60周年を記念
した覚書をキム・レイノルズ州知事と締結しました。これにより、農業分野
で共同研究や人材交流を進めるとともに、ICT（情報通信技術）を活用
した青少年同士の交流の機会を増やし、今後も協力関係を深めていく
こととしました。さらに、アイオワ州立大学動物科学科のジェイソン・ロス
学科長や獣医・畜産分野の教授らと意見交換し、県のブランド豚「甲州
富士桜ポーク」の種の保存を可能とする受精卵凍結技術の確立や獣
医師の交流などを共に進めていくことで一致しました。
　カリフォルニア州では、現地の富裕層向け旅行会社などを招き「やまなし魅力説明会」を開催しました。参加者に県産酒と和
食のペアリングを楽しんでもらいながら、本県が誇る観光資源や文化資源、さらには先進的な取り組みである「やまなしグリーン・
ゾーン プレミアム」やP2Gシステムなどを紹介しました。また、アメリカから輸入解禁要請を受けているモモと輸入が解禁されたス
モモについて、JA職員と共に、同州のカレン・ロス食品農業省長官や生産者団体の代表者らとの意見交換、生産・流通・販売
状況などの調査を行いました。9月にも現地調査を行い、必要な産地強化対策を実施していくこととしています。

NEWS アメリカ合衆国アイオワ州・カリフォルニア州を訪問

覚書締結後に議事堂でキム・レイノルズ州知事らと記念撮影
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：中部横断自動車道開通で実感している効果は?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。
●応募先
山梨県広聴広報グループ「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
（件名に「ふれあい読者プレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525
●締め切り
10月31日（月）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は賞品の
発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただくことがあります。

次の①～⑥と【アンケートの回答】をご記入いただき、はがき、
電子メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥メール
アドレス（ある方）

アンケートに答えて応募しよう!

「美味しい甲斐開発プロジェクト」については、
県ホームページをご覧ください。

「濃厚芳醇とろけるトマトケチャップ」抽選で5名の方に！ほうじゅん

美味しい甲斐

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報発信中！

YouTube

商品提供：ヨダファーム
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岸田首相が来県
再生可能エネルギーの導入拡大と温室
効果ガス削減で世界的に注目を集める
パワー・ツー・ガス（P2G）システムを、
岸田文雄首相が視察しました。P2Gシ
ステムについてはP16をご覧ください。

【巻頭】祝・全線開通1周年
中部横断自動車道 山梨～静岡間


